
中
国
の
政
党
と
軍
隊

は
　
じ
　
め
　
に

伊
　
原
　
沢
　
周

　
近
代
民
主
政
治
の
特
徴
の
一
つ
は
政
党
政
治
で
あ
る
。
政
党
政

治
と
は
、
政
党
が
政
権
を
掌
握
し
、
政
治
を
運
営
し
て
行
く
こ
と

で
あ
る
。
も
し
政
治
運
営
が
行
き
づ
ま
っ
た
ら
、
他
の
政
党
に
政

権
を
交
代
す
る
の
が
、
政
党
政
治
の
一
般
的
現
象
で
あ
る
。
し
か

し
、
複
数
政
党
の
力
関
係
を
相
互
に
牽
制
し
な
け
れ
ば
、
一
党
独

裁
の
政
治
が
よ
く
出
現
し
て
来
る
。

　
中
国
に
お
け
る
最
初
の
近
代
的
政
党
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
中

国
々
民
党
で
あ
る
。

　
一
八
九
四
年
十
一
月
二
十
四
日
、
近
代
中
国
革
命
の
指
導
者
で

あ
る
孫
文
は
、
清
朝
政
府
を
打
倒
し
、
民
主
共
和
政
治
を
樹
立
す

る
た
め
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
で
興
中
会
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は

政
党
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
秘
密
結
社
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
興
中
会
↓
中
国
同
盟
会
（
一
九
〇
五
年
）
↓
国
民
党
二

九
二
一
年
）
↓
中
華
革
命
党
（
一
九
一
四
年
）
↓
中
国
々
民
党
（
一
九

一
九
年
）
と
あ
い
次
い
で
改
組
、
改
名
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
そ
の
党
綱
領
と
革
命
の
目
的
は
、
終
始
一
貫
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
孫
文
の
民
族
・
民
権
・
民
生
と
い
う
三
民
主
義
に
基
づ

き
、
自
由
民
主
の
新
し
い
中
国
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ

　
し
か
し
、
一
九
二
一
年
七
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
代
表
マ
ー
リ

ン
　
（
Ｋ
Ｉ
品
　
ｐ
）
　
と
プ
ロ
フ
ィ
ン
テ
ル
ン
の
代
表
ニ
コ
ル
ス

キ
ー
（
Ｚ
Ｆ
Ｏ
Ｆ
で
）
の
援
助
の
下
に
、
中
国
共
産
党
が
上
海
で
創

立
さ
れ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
基
づ
い
た
同
党
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
を
行
い
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
樹
立
し
、
共
産
主
義
社

会
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
々
民
党
と
中
国
共
産
党
と
は
、
そ
の
党
綱
領
に
食
い
違
い

が
あ
る
が
、
と
も
に
旧
中
国
を
改
造
し
、
新
し
く
、
豊
か
な
国
を

樹
立
し
よ
う
と
す
る
目
標
は
、
一
致
し
て
い
た
。
一
九
二
一
年
以

後
、
中
国
政
治
を
左
右
で
き
た
政
党
は
、
こ
の
二
つ
の
政
党
し
か

な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
近
現
代
中
国
史
の
発
展
を
推
し
進
め

た
主
輔
は
、
こ
の
国
共
両
党
の
ほ
か
に
は
な
い
。

　
国
共
両
党
が
主
導
的
地
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
明
確

な
党
綱
領
、
厳
密
な
党
組
織
お
よ
び
戦
闘
的
な
革
命
精
神
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
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軍
事
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
論
は
、
国
共
両
党
が
、
な
ぜ
軍
隊
を
保
有
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
軍
隊
を
と
も
な
う
、
民
主
政
党
政
治
の
推

進
と
い
う
も
の
が
、
一
体
、
ど
う
や
っ
て
行
わ
れ
た
か
、
な
ど
の

諸
問
題
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

一
　
党
軍
創
設
の
背
景

　
　
一
九
二
一
年
一
月
一
日
、
南
京
で
中
華
民
国
の
臨
時
大
総
統
に

就
任
し
た
孫
文
は
、
革
命
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
強
大
な
軍
事
力

を
持
っ
て
い
た
軍
閥
の
袁
世
凱
に
総
統
の
地
位
を
譲
っ
た
。
同
年

三
月
十
日
、
北
京
で
総
統
に
就
任
し
た
袁
は
、
中
華
民
国
政
府
を

南
京
か
ら
北
京
に
移
転
さ
せ
、
独
裁
政
治
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
当
時
国
会
選
挙
の
結
果
は
、
国
民
党
が
衆
参
両
院
の
絶

対
多
数
の
議
席
を
占
め
、
袁
に
傾
い
た
共
和
、
民
主
、
統
一
諸
党

派
は
い
ず
れ
も
惨
敗
し
た
。
こ
れ
に
お
そ
れ
を
な
し
た
袁
は
、
殺

し
屋
を
買
収
し
て
国
民
党
の
実
力
者
宋
教
仁
を
暗
殺
さ
せ
た
。
こ

の
事
件
に
憤
慨
し
た
孫
文
は
反
袁
闘
争
の
旗
を
掲
げ
て
、
い
わ
ゆ

る
第
二
次
革
命
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
袁
の
絶
対
優
勢
の
兵
力
の

下
、
国
民
党
の
反
袁
運
動
は
、
急
速
に
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
一
三
年
八
月
、
孫
文
は
再
び
日
本
に
亡
命
し
た
。

　
一
九
一
六
年
六
月
、
袁
が
病
死
す
る
と
、
北
京
政
府
は
、
袁
の

部
下
で
あ
る
安
徽
派
の
軍
閥
段
祓
瑞
、
直
隷
派
の
軍
閥
馮
国
璋
・

曹
鋸
・
呉
佩
孚
、
お
よ
び
奉
天
派
の
軍
閥
張
作
霖
ら
に
相
前
後
し

て
支
配
さ
れ
た
。
三
派
の
勢
力
争
い
は
、
熾
烈
を
き
わ
め
、
北
中

国
の
不
安
と
混
乱
が
頂
点
に
達
し
た
。

　
他
方
、
孫
文
は
、
段
胆
瑞
ら
の
軍
閥
に
対
抗
す
る
た
め
、
一
九

一
七
年
九
月
に
広
州
で
護
法
軍
政
府
を
樹
立
し
、
大
元
帥
に
就
任

し
た
。
中
国
に
お
け
る
南
北
両
政
府
の
分
裂
状
態
が
、
こ
の
時
か

ら
始
ま
っ
た
。
や
が
て
孫
文
は
、
広
西
省
軍
閥
の
陸
栄
廷
ら
に
排

斥
さ
れ
、
大
元
帥
を
辞
任
し
て
上
海
に
帰
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
十
一
月
、
広
東
省
革
命
軍
の
陳
煩
明
・

許
崇
智
ら
が
、
陸
栄
廷
の
軍
を
広
東
か
ら
追
い
出
し
た
の
で
、
孫

文
は
広
州
で
護
法
軍
政
府
を
再
建
し
た
。
翌
年
五
月
、
護
法
軍
政

府
を
中
華
民
国
政
府
に
改
組
し
、
非
常
大
総
統
に
就
任
し
た
孫
は
、

陳
煩
明
を
陸
軍
部
長
、
李
烈
鈎
を
参
謀
長
に
任
命
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
陳
・
李
ら
に
命
じ
て
陸
栄
廷
を
徹
底
的
に
討
伐
さ
せ
た
。

や
が
て
陸
は
敗
走
し
、
広
西
省
の
要
地
で
あ
る
桂
林
、
梧
州
が
あ

い
次
い
で
李
烈
鈎
ら
の
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
一
九
二
一
年
十
二
月

四
日
、
桂
林
に
到
着
し
た
孫
は
、
同
地
で
北
伐
大
本
営
を
設
け
、

数
万
の
軍
隊
を
集
め
る
と
同
時
に
、
北
方
の
段
胆
瑞
・
張
作
霖
と

結
託
し
て
、
揚
子
江
中
流
地
域
を
根
城
に
し
た
呉
佩
孚
の
軍
を
Ｉ
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掃
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
呉
佩
孚
と
の
関
係
が
深
い
陳
畑
明

か
反
対
し
た
の
で
、
こ
の
北
伐
計
画
が
中
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

孫
・
陳
の
間
に
溝
か
深
く
な
り
、
翌
年
六
月
十
六
日
、
陳
が
突
然

反
乱
を
起
し
、
広
州
観
音
山
の
総
統
府
に
い
た
孫
文
を
急
襲
し
た
。

命
か
ら
が
ら
脱
出
し
た
孫
は
、
観
音
山
附
近
の
白
鵡
潭
に
停
泊
し

た
軍
艦
永
豊
号
に
避
難
し
、
な
お
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
そ

の
時
、
上
海
か
ら
広
州
ま
で
か
け
つ
け
て
き
た
蒋
介
石
が
、
永
豊

艦
上
の
孫
総
統
を
保
護
し
な
が
ら
、
総
統
府
の
守
衛
隊
と
軍
艦
を

指
揮
し
て
陳
の
反
乱
軍
と
交
戦
し
た
。
こ
の
戦
役
に
よ
っ
て
蒋
の

軍
事
的
才
能
と
忠
誠
心
が
、
孫
に
認
め
ら
れ
、
孫
・
蒋
間
の
信
頼

関
係
が
成
り
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
陳
の
反
乱
軍
と
の
交
戦
は
五
十
日
以
上
に
及
ん
だ
が
、
最
後
に
、

援
軍
の
望
み
を
断
っ
た
孫
文
は
蒋
を
連
れ
て
同
年
八
月
九
日
広
州

を
離
れ
、
香
港
へ
向
か
っ
た
。

　
陳
煩
明
の
反
乱
が
、
孫
文
に
与
え
た
打
撃
は
、
き
わ
め
て
ひ
ど

か
っ
た
。
従
来
、
み
ず
か
ら
の
部
隊
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
孫
は
、

革
命
戦
争
に
際
し
て
、
ほ
と
ん
ど
軍
閥
を
利
用
し
て
敵
対
す
る
軍

閥
と
戦
が
わ
せ
た
が
、
結
局
、
ど
れ
も
失
敗
に
終
っ
た
。
陳
煩
明

の
反
乱
が
、
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
一
九
二
一
年
十
二
月
四
日
、
桂
林
に
着
い
た

孫
文
は
、
同
地
で
大
本
営
を
設
け
、
軍
閥
呉
佩
孚
の
討
伐
を
準
備

し
た
。
同
月
二
十
三
日
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
マ
ー
リ
ン
が
張
太

雷
の
案
内
で
桂
林
に
到
着
、
孫
に
会
見
を
申
し
込
ん
だ
。
マ
ー
リ

ン
は
同
地
に
九
日
間
滞
在
し
、
孫
と
三
回
に
わ
た
っ
て
会
談
し
、

］
‥
、
労
農
の
政
党
を
樹
立
す
る
こ
と
、
お
よ
び
口
、
士
官
学
校

を
設
け
、
武
装
革
命
を
推
進
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。
こ
と
に
後

者
は
、
孫
の
心
を
動
か
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　
陳
畑
明
反
乱
後
、
上
海
に
戻
っ
た
孫
文
は
、
一
九
二
二
年
八
月

二
十
五
日
、
上
海
で
マ
ー
リ
ン
と
再
会
し
た
。
そ
の
時
、
マ
ー
リ

ン
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
す
で
に
中
国
共
産
党
を
中
国
々
民
党
に

加
入
さ
せ
、
国
民
党
の
主
義
と
革
命
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に

戦
う
こ
と
を
命
じ
た
、
と
い
う
の
に
対
し
て
、
孫
文
は
、
こ
れ
は

な
か
な
か
結
構
だ
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
会
談
は
、
後
に
ソ
ビ
エ

ト
ー
ロ
シ
ア
の
代
表
ヨ
ッ
フ
ェ
　
｛
｝
Ｏ
｛
ｙ
ｙ
・
ｙ
・
｝
　
と
孫
文
と
の

会
談
へ
の
布
石
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
マ
ー
リ
ン
の
意
見
に

よ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
は
、
一
九
二
三
年
一
月
十
二

日
、
中
国
共
産
党
と
中
国
々
民
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
決
議
案

を
通
過
し
た
。
そ
の
主
な
要
点
は
、
Ｏ
、
国
民
党
は
中
国
に
お
け

る
唯
一
の
民
族
革
命
集
団
で
あ
る
、
口
、
国
民
党
と
若
い
中
国
共

産
党
と
の
合
作
は
必
要
で
あ
る
、
し
か
し
、
匂
、
中
国
共
産
党
は

み
ず
か
ら
の
独
立
性
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
捨
て
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
基
づ
き
、
一
九
二
三
年
一
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月
十
七
日
に
北
京
か
ら
上
海
に
着
い
た
ヨ
ッ
フ
ェ
は
、
孫
文
と
会

談
し
た
。
つ
い
で
同
月
二
十
六
日
、
「
孫
文
・
ヨ
ッ
フ
ェ
共
同
宣

言
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
Ｏ
、
孫
が
、
共
産
組
織
・
ソ

ビ
エ
ト
制
度
は
、
中
国
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
る
こ
と
に
対

し
て
、
ヨ
ッ
フ
ェ
が
、
そ
れ
に
同
意
し
て
い
る
。
口
、
孫
が
、
中

国
に
最
も
重
要
な
の
は
、
民
国
統
一
・
国
家
独
立
の
達
成
だ
と
主

張
す
る
の
に
対
し
て
、
ヨ
ッ
フ
ェ
は
、
中
国
は
、
ソ
連
の
最
高
の

同
情
と
援
助
を
得
る
は
ず
だ
と
表
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
孫
は
、
ロ
シ
ア
ー
ソ
ビ
エ
ト
の
財
源
・
武
器
の
援
助
と
顧

問
の
派
遣
を
ヨ
ッ
フ
ェ
に
依
頼
し
た
。
中
・
ソ
両
国
の
革
命
の
連

帯
が
、
つ
い
に
成
立
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
、
陳
煩
明
の
反
乱
軍
が
広
州
か
ら
敗
退
し
た
。
孫
文
は

三
度
び
広
州
へ
赴
き
、
大
元
帥
府
を
設
け
、
大
元
帥
に
就
任
し
た
。

時
は
一
九
二
三
年
二
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。
や
が
て
陸
海
軍
大

元
帥
大
本
営
が
成
立
し
、
蒋
介
石
が
大
元
帥
行
営
参
謀
長
に
任
命

さ
れ
た
。
そ
し
て
「
孫
文
・
ヨ
ッ
フ
ェ
共
同
宣
言
」
に
よ
っ
て

「
孫
（
文
）
逸
仙
博
士
代
表
団
」
が
ソ
連
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
団
長
と
し
て
、
蒋
介
石
が
そ
の
任
に
当
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
訪
ソ
の
主
な
目
的
は
、
ソ
連
共
産
党
の
赤
軍
の
組
織
と
そ

の
長
所
を
視
察
し
、
中
国
々
民
党
の
士
官
学
校
創
設
、
党
の
部
隊

育
成
な
ど
を
準
備
す
る
た
め
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
　
黄
埴
軍
官
学
校
の
成
立

　
「
孫
逸
仙
博
士
代
表
団
」
の
成
員
は
、
蒋
介
石
の
ほ
か
、
団
員

は
沈
定
一
、
張
太
雷
、
王
登
雲
の
三
人
で
あ
る
が
、
共
産
党
員
は

張
太
雷
の
み
で
、
他
の
二
人
は
、
国
民
党
員
で
あ
る
。
蒋
は
出
発

前
の
八
月
五
日
に
上
海
で
マ
ー
リ
ン
に
会
見
し
、
ソ
連
訪
問
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
ち
合
せ
た
後
、
同
月
十
六
日
、
汽
船
「
神
戸

丸
」
で
上
海
を
離
れ
、
大
連
か
ら
鉄
道
で
モ
ス
ク
ワ
へ
と
赴
い
た
。

同
年
十
二
月
十
五
日
、
ソ
連
か
ら
上
海
に
帰
る
ま
で
の
、
ソ
連
滞

在
は
、
三
ヵ
月
以
上
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
期
間
中
に
蒋
は
、
ま
ず

ソ
連
共
産
党
本
部
を
訪
ね
、
中
央
委
員
会
の
書
記
Ｒ
ｕ
ｄ
ｚ
ｕ
ｔ
ａ
ｋ

と
会
い
、
ロ
シ
ア
革
命
の
経
過
と
建
党
の
状
況
を
聞
い
た
。
九
月

九
日
、
ソ
連
赤
軍
の
首
脳
で
あ
る
Ｓ
ｋ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｓ
ｋ
ｙ
｡
　
Ｅ
.
　
Ｍ
.
と

Ｋ
ａ
ヨ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
｡
　
Ｓ
.
　
Ｓ
.
と
会
談
し
、
ソ
連
か
ら
中
国
へ
軍
事
顧
問
派

遣
の
要
望
を
申
し
出
た
。
ソ
連
の
赤
軍
組
織
に
つ
い
て
は
、
各
連

隊
ご
と
に
共
産
党
か
ら
政
治
委
員
が
派
遣
さ
れ
、
軍
隊
に
常
駐
し

て
い
る
。
こ
の
政
治
委
員
は
、
隊
内
の
思
想
教
育
を
担
当
し
な
が

ら
、
作
戦
の
決
定
や
命
令
の
執
行
な
ど
に
参
与
す
る
。
つ
ま
り
、

党
が
軍
を
指
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

後
に
蒋
の
黄
坤
軍
（
＝
士
）
官
学
校
教
育
の
参
考
と
な
っ
た
だ
け
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で
な
く
、
国
共
両
党
の
党
軍
創
設
も
そ
れ
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
国
共
産
党
は
、
一
九
二
三
年
一
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

の
「
国
共
合
作
の
決
議
案
」
お
よ
び
「
孫
文
・
ヨ
ッ
フ
ェ
共
同
宣

言
」
に
よ
っ
て
同
年
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
広
州
で

第
三
回
全
国
代
表
大
会
を
開
い
た
。
陳
独
秀
、
李
大
飼
、
蔡
和
森
、

張
国
賑
、
毛
沢
東
、
崔
秋
白
、
張
太
雷
ら
三
十
数
人
が
党
代
表
と

し
て
出
席
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
の
マ
ー
リ
ン
の
姿
も
あ
っ
た
。

大
会
で
は
、
国
共
両
党
の
合
作
決
議
を
正
式
に
認
め
た
。

　
一
九
二
四
年
一
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
中
国
々
民
党
第

一
回
全
国
代
表
大
会
が
広
州
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
の
主
席
は
孫

文
、
両
党
代
表
の
出
席
者
は
百
六
十
五
人
で
あ
っ
た
。
大
会
の
最

も
重
要
な
議
題
は
、
「
連
ソ
容
共
政
策
」
の
確
認
、
中
国
々
民
党

の
改
組
、
国
民
政
府
組
織
の
検
討
お
よ
び
黄
坤
軍
官
学
校
の
創
設

な
ど
で
あ
る
。
大
会
で
は
中
央
執
行
委
員
二
十
四
人
の
中
に
、
李

大
釧
、
中
央
執
行
委
員
候
補
十
七
人
の
中
に
、
毛
沢
東
と
張
国
識

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
国
共
両
党
の
最
初
の
合
作
に
や
っ
と

こ
ぎ
つ
け
た
。

　
当
時
、
北
中
国
に
お
け
る
軍
閥
の
横
行
が
中
国
統
一
の
最
大
の

障
害
と
な
っ
て
い
た
。
孫
文
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
助
言
に
基
づ

き
、
士
官
学
校
を
創
設
し
、
将
校
の
養
成
と
党
軍
の
編
制
に
着
手

し
て
軍
閥
を
討
伐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
大

会
で
黄
増
軍
官
学
校
創
設
案
が
成
立
し
、
蒋
介
石
が
同
校
創
設
の

準
備
委
員
長
に
任
命
さ
れ
た
。

　
黄
増
軍
官
学
校
は
、
党
立
軍
事
学
校
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
正

式
の
名
称
は
、
「
中
国
々
民
党
陸
軍
々
官
学
校
」
で
あ
る
が
、
校

舎
は
広
州
か
ら
東
に
約
十
牛
口
ほ
ど
の
黄
加
島
に
あ
っ
た
の
で
、

通
称
「
黄
増
軍
官
学
校
」
と
呼
ば
れ
た
。
開
設
当
初
は
、
財
政
困

難
や
設
備
不
足
な
ど
に
よ
り
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
、
ソ
連
の

援
助
を
求
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
前
掲
の
「
孫
文
・
ヨ
ッ
フ
ェ
共
同
宣
言
」
に
よ
っ
て
ソ
連
か
ら

派
遣
さ
れ
た
ボ
ロ
チ
ン
（
Ｂ
ｏ
ｒ
ｏ
ｄ
ｉ
ｎ
｡
　
Ｍ
.
）
が
、
一
九
二
三
年
十
月

六
日
広
州
に
到
着
し
、
孫
文
の
顧
問
と
な
っ
た
。
当
時
、
駐
北
京

ソ
連
大
使
カ
ラ
ハ
ン
（
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｈ
ａ
ｎ
｡
　
Ｌ
.
　
Ｍ
.
）
に
推
さ
れ
た
彼
は
、

孫
文
の
厚
い
信
頼
を
得
、
国
民
党
の
改
組
に
手
を
貸
し
た
だ
け
で

な
く
、
黄
増
軍
官
学
校
の
創
設
に
も
参
与
し
た
。
国
共
両
党
の
合

作
期
に
お
け
る
彼
の
活
躍
は
、
注
目
に
値
す
る
。

　
黄
増
軍
官
学
校
の
政
治
顧
問
と
な
っ
た
ボ
ロ
チ
ン
が
、
あ
っ
せ

ん
し
て
ソ
連
か
ら
招
請
し
た
第
一
回
目
の
軍
事
顧
問
団
が
、
一
九

二
四
年
一
月
の
末
に
広
州
に
到
着
し
た
。
や
が
て
ソ
連
か
ら
提
供

さ
れ
た
無
償
資
金
二
百
万
ル
ー
ブ
ル
、
一
丁
毎
に
弾
五
百
発
を
つ

け
た
ラ
イ
フ
ル
銃
八
千
丁
お
よ
び
軍
事
顧
問
ガ
ー
リ
ン
（
の
巴
Ｆ

‐
Ｂ
ｌ
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ａ
ｓ
i
l
ｙ
　
Ｋ
.
）
と
数
十
名
の
軍
事
教
官
が
、
あ
い
次
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い
で
黄
埴
に
着
き
、
同
軍
官
学
校
の
建
設
が
、
や
っ
と
完
成
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
四
年
五
月
二
日
、
孫
文
は
蒋
介
石
に
黄
坤
軍
官
学
校
々

長
を
正
式
に
任
命
し
た
。
同
年
六
月
十
六
日
、
同
校
開
校
式
に
出

席
し
た
孫
文
は
、
演
説
を
行
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
中
国
の
革
命
は
、
す
で
に
十
三
ヶ
年
を
経
て
お
り
、
い
ま
だ

　
　
成
果
を
得
ら
れ
ず
、
民
国
と
い
う
名
は
あ
る
が
、
そ
の
実
は

　
　
な
い
。
ロ
シ
ア
の
革
命
は
、
中
国
の
革
命
よ
り
六
年
間
遅
れ

　
　
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輝
か
し
い
成
果
を
収
め
た
。
わ
れ
わ

　
　
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
革
命
に
学
び
、
革
命
軍
を
建
設
せ
ざ
る
を

　
　
え
な
い
。
北
方
軍
閥
連
中
は
、
ず
っ
と
以
前
に
保
定
軍
官
学

　
　
校
と
北
京
陸
軍
大
学
を
設
立
し
た
。
そ
の
設
備
と
財
力
な
ど

　
　
は
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
は
る
か
に
恵
ま
れ
た
が
、
国
と
国
民
を

　
　
愛
す
る
こ
と
を
考
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
わ
い
ろ
を
む
さ
ぼ
っ
て

　
　
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
物
質
条
件
に
欠
け
て
い
る
が
、
三
民
主

　
　
義
と
五
権
憲
法
に
従
っ
て
革
命
を
推
進
し
、
国
と
国
民
を
愛

　
　
し
て
い
る
。
今
日
か
ら
革
命
の
事
業
を
新
た
に
創
造
し
、
こ

　
　
の
学
校
の
五
百
人
の
新
入
生
を
根
本
と
し
て
革
命
軍
を
作
り

　
　
始
め
る
。
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
革
命
軍
が
あ
れ
ば
、
革
命

　
　
の
目
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
と
国
民
を
救
う
こ
と

　
　
も
で
き
る
。
諸
君
に
こ
の
「
救
国
救
民
」
の
責
任
を
負
っ
て

　
　
革
命
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
、
と
。

　
こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
赤
軍
制
度
と
教
練
法
を
採
り
入
れ
、
黄
増

軍
官
学
校
を
建
設
し
た
こ
と
は
、
孫
文
の
一
つ
の
新
し
い
革
命
の

理
想
と
期
待
で
あ
る
。
こ
の
学
校
を
重
視
し
た
彼
は
、
み
ず
か
ら

同
校
の
「
総
理
」
（
理
事
長
に
相
当
す
る
）
を
兼
任
し
、
ま
た
、
最

高
の
政
治
顧
問
ボ
ロ
チ
ン
と
軍
事
顧
問
ガ
ー
リ
ン
が
孫
の
理
想
と

革
命
の
た
め
に
手
助
け
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

　
開
校
当
時
に
お
け
る
学
校
本
部
の
組
織
㈲
表
と
、
学
生
隊
の

組
織
㈲
表
は
、
次
頁
に
掲
げ
る
。

　
㈲
・
㈲
両
表
は
開
校
当
初
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、
後
に
、
時

代
に
応
じ
て
改
組
・
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
も
と
も
と
黄
増
軍
官
学
校
は
中
国
々
民
党
の
軍
官
学
校
で
あ
っ

た
が
、
国
共
両
党
合
作
の
原
則
に
沿
っ
て
共
産
党
員
が
、
個
人
の

資
格
で
国
民
党
に
入
党
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
固
・
㈲
両
表
に

よ
れ
ば
、
中
国
共
産
党
の
重
要
人
物
で
あ
る
周
恩
来
・
葉
剣
英
ら

が
、
黄
増
軍
官
学
校
の
創
設
当
初
に
参
与
し
、
蒋
介
石
と
の
同
僚

関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
後
に
、
中
共
と
蒋
と
の
交
渉
に
際
し
て

周
・
葉
の
二
人
、
こ
と
に
周
は
、
つ
ね
に
中
共
側
の
代
表
と
し
て

蒋
と
の
折
衝
に
当
っ
た
。

　
当
時
黄
増
軍
官
学
校
政
治
部
指
導
係
長
の
王
逸
常
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
四
年
の
秋
、
学
校
に
着
き
、
政
治
部
主
任
に
就
任
し
た
周
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表
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
任
　
　
王
　
柏
　
齢

　
　
　
「

校
長
　
教
授
部
○
副
主
任
　
　
葉
　
剣
　
英

　
　
　
一
　
蒋
介
石

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
」
主
　
任
　
李
　
済
　
探

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
主
任
　
　
郵
　
演
　
達

　
　
　
　
　
１

「
―
　

教
　
－
－
－
　
　
欽
　
（
銭
大
　
代
　
）

　
　
　
　
　
　
　
管
理
部
－
ｉ
ｌ
林
振
雄

　
　
＼

Ｌ
駿
　
』

総
　
理
　
　
一
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
副
主
任
　
命
飛
鵬

　
孫
　
文
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
　
主
　
任
　
　
宋
　
栄
　
目
四

　
　
　
一
　
　
①
医
半
Ｏ

副
主
任
　
　
李
　
其
　
方

　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
任
　
　
戴
　
季
　
陶

　
　
　
一
　
　
　
一
　
政
。
部
○
レ

副
主
任
　
　
周
　
恩
　
来

　
　
　
一
　
党
代
表

一
　

中
文
秘
書
１
－
－
張
家
瑞

　
　
　
Ｆ
廊
仲
信
二
英
文
秘
書
－
－
よ
吉
雲

恩
来
は
、
第
一
期
学
生
に
政
治
経
済
学
の
講
義
を
担
当
し
な
が
ら
、

中
共
の
機
関
誌
『
饗
導
』
を
も
っ
て
学
生
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
孫

文
の
「
連
ソ
容
共
政
策
」
を
鼓
吹
し
た
、
と
い
う
。
ま
た
当
時
学

校
の
中
で
は
、
ボ
ロ
チ
ン
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
青
年
軍
人
連

合
会
」
と
、
国
民
党
右
派
の
戴
季
陶
・
王
柏
齢
ら
が
指
導
し
た

「
孫
文
主
義
学
会
」
が
あ
っ
た
。
学
生
た
ち
に
人
気
が
あ
っ
た

Ｊ
　
汗
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ

ぶ

品
］
匹

　
　
　
Ｔ
主
　
任
－
－
総
隊
長

　
　
　
　
　
　
李
済
珠
　
郵
演
達

】
ト
。

「
第
一
区
隊

党
代
表
Ｌ
　
　
（
何
応
欽
代
理
）
　
　
　
　
　
て
第
ご
隊
「
第
二
区
隊

座
仲
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
［
１
第
三
区
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
千

第
。
区
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
区
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
１
黄
坤
軍
校
史
料
』
九
七
頁
に
よ
り
）

「
青
年
軍
人
連
合
会
」
は
、
そ
の
発
展
も
影
響
も
「
孫
文
主
義
学

会
」
よ
り
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
、
と
周
恩
来
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
九
二
五
年
三
月
、
孫
文
が
北
京
で
病
死
し
た
。
同
年
七
月
、

国
民
政
府
が
成
立
し
た
。
所
轄
の
す
べ
て
の
部
隊
が
、
「
国
民
革

命
軍
」
と
改
称
さ
れ
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
の
指
揮
下
に
置
か

れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
各
軍
の
中
に
党
代
表
と
政
治
部
主
任
を

設
け
、
ソ
連
の
赤
軍
の
よ
う
に
党
を
も
っ
て
軍
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
制
度
が
確
立
し
た
。
当
時
、
各
軍
の
党
代
表
や
政
治
部
主
任
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の
多
く
は
、
国
民
党
に
入
党
し
た
中
共
党
員
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

見
た
蒋
介
石
は
、
は
な
は
だ
不
安
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
、
東

征
途
中
に
、
党
・
政
・
軍
の
要
員
を
集
め
、
会
議
を
開
き
、
席
上

蒋
は
、
黄
増
軍
官
学
校
を
分
裂
す
る
活
動
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
全
校
・
全
軍
の
共
産
党
員
お
よ
び
中
共
に
入
党
し
た
国
民

党
々
員
全
員
の
名
簿
を
、
彼
に
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
周
恩
来
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
共
両
党
の

合
作
関
係
に
か
か
わ
り
、
中
央
で
そ
れ
を
決
定
す
べ
き
だ
、
と
反

論
し
た
。
暫
ら
く
す
る
と
、
蒋
は
周
に
、
黄
増
軍
官
学
校
を
統
一

す
る
た
め
に
は
、
共
産
党
員
は
中
共
の
党
籍
を
捨
て
る
か
、
さ
も

な
け
れ
ば
、
黄
増
軍
官
学
校
や
国
民
党
か
ら
退
去
せ
よ
、
と
要
求

し
た
。

　
共
産
党
が
大
嫌
い
だ
っ
た
蒋
介
石
は
、
後
に
次
の
よ
う
な
思
い

出
を
語
っ
て
い
る
。

　
　
周
知
の
と
お
り
に
、
中
共
は
、
黄
増
軍
官
学
校
創
設
の
当
初

　
　
か
ら
、
革
命
の
名
を
借
り
て
、
わ
れ
わ
れ
の
隊
列
に
浸
透
し
、

　
　
潜
伏
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
人
の
目
を
か
す
め
て
こ
そ
こ
そ

　
　
動
き
ま
わ
り
、
挑
発
し
、
同
志
の
離
間
を
は
た
ら
き
、
デ
マ

　
　
を
と
ば
し
、
人
を
中
傷
し
た
。
ま
た
、
陰
謀
や
姦
計
を
用
い

　
　
て
、
わ
が
国
民
党
の
指
導
権
を
奪
い
取
り
、
民
族
を
売
る
の

　
　
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孫
文
死
去
直
後
の
一
九
二
五
年
の
秋
か
ら
、

国
共
両
党
聞
の
亀
裂
が
、
す
で
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
、
裏
付
け
ら

れ
る
。

三
　
国
共
両
党
の
決
別
と
党
軍
の
成
立

　
一
九
二
六
年
一
月
十
二
日
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
は
、
黄
坤

軍
官
学
校
を
中
央
軍
事
政
治
学
校
と
改
称
す
る
と
と
も
に
、
蒋
介

石
を
校
長
に
任
命
し
た
。
当
時
、
国
民
政
府
主
席
兼
党
代
表
の
汪

兆
銘
（
精
衛
）
は
、
「
事
実
上
、
国
民
政
府
は
国
民
党
の
政
治
部
、

軍
事
委
員
会
は
国
民
党
の
軍
事
部
で
あ
る
。
い
か
な
る
軍
隊
や
軍

事
学
校
も
、
す
べ
て
は
国
民
党
の
も
の
で
あ
り
、
国
民
党
の
政
策

に
従
っ
て
革
命
を
行
う
」
、
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
後
の

三
月
二
十
日
、
蒋
介
石
は
、
共
産
党
員
で
海
軍
局
長
兼
中
山
艦
々

長
李
之
竜
の
反
乱
を
口
実
に
戒
厳
令
を
布
告
し
、
広
州
市
内
に
い

た
軍
・
党
内
の
共
産
党
員
を
い
っ
せ
い
に
逮
捕
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
ソ
連
領
事
館
と
ソ
連
顧
問
た
ち
の
住
宅
も
軍
隊
に
包
囲
さ

せ
、
監
視
下
に
置
い
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
周
恩
来
は
、
た
だ
ち
に

蒋
の
と
こ
ろ
ま
で
抗
議
に
い
っ
た
が
、
結
局
、
周
自
身
も
、
一
日

監
禁
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
中
山
艦
事
件
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
国
共
両
党
の
分
裂
が
表
面
化
し
た
。
当
時
、

21



黄
捕
軍
官
学
校
の
学
生
を
中
心
と
し
て
編
制
さ
れ
た
国
民
革
命
軍

の
第
一
軍
々
長
は
、
蒋
介
石
で
あ
り
、
党
代
表
兼
政
治
部
主
任
は

周
恩
来
で
あ
っ
た
。
周
は
蒋
に
せ
め
ら
れ
て
第
一
軍
か
ら
の
脱
退

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
二
百
数
十
名
の
共
産
党
員
も
同
軍
か
ら
追
い

出
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
ガ
ー
リ
ン
の
後
任
で
あ
る
牛
サ
ン
カ

（
ｚ
Ｆ
呂
ｒ
）
を
は
じ
め
十
数
名
の
ソ
連
顧
問
も
、
国
民
政
府
に

解
任
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
重
大
な
事
件
に
対
処
す
る
た
め
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

内
部
の
意
見
が
み
だ
れ
た
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
（
ゴ
ｏ
肺
ド
こ
派
は
、

中
共
は
国
民
党
か
ら
脱
退
し
、
武
装
暴
動
を
起
し
て
政
権
を
奪
取

す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
（
汐
巴
Ｆ
こ
・
）
ら

は
、
中
共
は
暫
ら
く
国
民
党
内
に
と
ど
ま
り
、
徐
々
に
み
ず
か
ら

の
勢
力
を
拡
大
し
て
行
く
べ
き
だ
と
唱
え
た
。
結
局
、
一
九
二
六

年
十
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
執
行
委
員
会
で
ス
タ
ー
リ
ン
ら

の
意
見
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
中
共
中
央
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
指

令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
中
山
艦
事
件
の
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
以
下
の
諸
点
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
共
産
党
員
が
国
民
革
命
軍
第
一
軍
か

ら
脱
退
し
た
後
、
同
軍
は
完
全
に
国
民
党
の
軍
隊
と
な
り
、
軍
長

で
あ
る
蒋
介
石
は
、
第
一
軍
の
武
力
を
背
景
に
し
て
国
民
党
を
支

配
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
汪
兆
銘
が
国

民
政
府
主
席
の
職
を
や
め
、
フ
ラ
ン
ス
へ
向
い
、
汪
・
蒋
間
の
矛

盾
が
、
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
ソ
連

政
治
顧
問
ボ
ロ
チ
ン
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
示
に
よ
り
蒋
介
石
と
妥

協
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
共
両
党
合
作
の
小
康
状
態
が
続
い
た
が
、

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
一
時
的
で
、
両
党
の
対
決
を
緩
め
る
こ
と
は

と
う
て
い
不
可
能
で
あ
っ
た
、
と
の
三
点
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
九
二
六
年
七
月
九
日
、
広
東
国
民
政
府
の
北
伐
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
北
伐
の
国
民
革
命
軍
の
総
司
令
官
は
蒋
介

石
、
参
謀
総
長
は
李
済
珠
・
白
崇
禧
、
政
治
部
主
任
は
鄭
演
達
、

最
高
政
治
顧
問
は
ボ
ロ
チ
ン
、
最
高
軍
事
顧
問
は
ガ
ー
リ
ン
（
蒋

介
石
の
要
請
に
よ
り
帰
任
）
で
あ
っ
た
。
北
伐
軍
の
総
兵
力
は
、
八

軍
、
約
十
万
人
で
あ
っ
た
の
に
、
北
方
軍
閥
の
呉
佩
孚
の
部
隊
は

二
十
五
万
人
、
孫
伝
芳
の
部
隊
は
二
十
万
人
、
張
作
霖
の
部
隊
は

三
十
五
万
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
北
方
軍
閥
の
総
兵
力
は
、
国
民

革
命
軍
の
八
倍
以
上
に
達
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
装
備
も

財
力
も
国
民
革
命
軍
よ
り
は
る
か
に
優
勢
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
蒋
は
、
わ
が
北
伐
軍
は
、
主
義
と
党
と
を
中
心
に

し
、
団
結
を
固
く
し
、
指
揮
を
統
一
し
て
敵
を
撃
滅
で
き
る
は
ず

だ
、
と
部
下
を
は
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
十
月
、
湖
南
・
湖
北

戦
場
で
北
伐
軍
は
呉
佩
孚
軍
を
破
っ
て
武
漢
を
占
領
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
江
西
戦
場
で
も
北
伐
軍
が
孫
伝
芳
軍
を
せ
ん
滅
し
、
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南
昌
を
落
し
た
。
ま
た
、
福
建
・
浙
江
・
江
蘇
へ
の
北
伐
軍
は
、

翌
年
三
月
、
上
海
、
南
京
を
あ
い
次
い
で
占
領
し
た
。
残
り
の
張

作
霖
軍
が
、
天
津
・
北
京
諸
地
に
巣
く
っ
て
は
い
た
が
、
揚
子
江

以
南
の
全
域
は
、
ほ
ぼ
北
伐
軍
に
制
圧
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

頃
か
ら
、
国
共
両
党
の
対
決
が
、
避
け
ら
れ
な
い
事
態
に
直
面
し

て
き
た
。

　
武
漢
占
領
後
の
一
九
二
七
年
一
月
、
国
民
政
府
は
広
州
か
ら
武

漢
へ
と
移
転
さ
れ
た
。
当
時
、
武
漢
で
の
国
民
政
府
は
、
事
実
上
、

完
全
に
ボ
ロ
チ
ン
と
中
共
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
国
民
政
府
を
南

昌
へ
と
移
転
す
る
べ
き
だ
と
唱
え
た
蒋
介
石
は
、
同
月
十
一
日
南

昌
か
ら
武
漢
に
着
き
、
武
漢
当
局
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
ボ

ロ
チ
ン
は
、
蒋
に
、
コ
二
年
以
来
、
わ
れ
わ
れ
は
苦
難
を
共
に
し

て
す
べ
て
の
こ
と
は
、
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
農
民
・

労
働
者
に
圧
迫
を
加
え
、
Ｃ
・
Ｐ
・
（
中
共
）
に
反
対
す
る
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
と
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
方
法
を
講
じ
て
そ

れ
を
打
倒
す
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
蒋
は
、
は
な
は
だ

不
愉
快
で
、
た
だ
ち
に
武
漢
か
ら
南
昌
に
帰
り
、
ボ
ロ
チ
ン
を
中

国
か
ら
追
放
す
べ
き
だ
と
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ロ

チ
ン
も
、
武
漢
国
民
政
府
を
動
か
し
て
蒋
介
石
追
放
の
旗
を
あ
げ

た
。

　
一
九
二
七
年
四
月
十
二
日
、
国
共
両
党
分
裂
の
決
定
的
な
要
囚

と
な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
四
・
Ｔ
一
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
」
が
起
っ

た
。
こ
の
日
、
上
海
市
戒
厳
司
令
官
の
白
崇
禧
は
、
蒋
介
石
の
命

令
を
受
け
、
ま
ず
中
共
に
組
織
さ
れ
た
労
働
者
の
自
衛
隊
で
あ
る

「
工
人
糾
察
隊
」
（
約
一
手
七
百
人
）
の
指
導
者
周
恩
来
を
監
禁
し
、

次
に
全
糾
察
隊
の
武
装
を
解
除
し
た
。
さ
ら
に
共
産
党
の
幹
部
を

逮
捕
し
て
銃
殺
刑
に
処
し
た
。
周
恩
来
は
、
二
十
六
軍
の
党
代
表

で
あ
る
趙
舒
に
救
助
さ
れ
、
や
っ
と
釈
放
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
多
数
の
共
産
党
員
と
労
働
者
が
殺

害
さ
れ
、
上
海
で
の
中
共
の
反
蒋
運
動
と
労
働
者
の
ス
ト
が
、
つ

い
に
鎮
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
武
漢
国
民
政
府
を
認
め
な
い
蒋
介
石
は
、
四
・
二
Ｉ
上
海
ク
ー

デ
タ
ー
直
後
の
四
月
十
八
日
に
南
京
で
国
民
政
府
を
樹
立
し
、
中

華
民
国
の
正
統
政
府
と
し
て
北
伐
の
推
進
を
継
続
し
、
ま
た
、
国

民
党
か
ら
共
産
党
員
を
締
め
出
す
と
い
う
「
清
党
条
例
」
を
布
告

し
、
全
国
で
一
斉
に
共
産
党
員
の
粛
清
運
動
を
展
開
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
武
漢
国
民
政
府
は
対
応
の
手
だ
て
を
採
っ
た

が
、
後
手
に
ま
わ
り
、
な
か
ん
ず
く
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
派
遣
さ

れ
た
新
し
い
代
表
ロ
イ
（
智
ｙ
｡
　
　
Ｍ
.
　
Ｎ
.
）
と
ボ
ロ
チ
ン
と
の
意
見

が
食
い
違
っ
た
こ
と
で
、
困
難
が
多
か
っ
た
。
同
年
五
月
の
末
か
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
名
義
で
、
武
漢
の
ボ
ロ
チ
ン

と
ロ
イ
に
密
電
を
打
っ
て
訓
令
を
下
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、
Ｏ
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農
民
に
直
接
地
主
の
土
地
を
没
収
さ
せ
る
こ
と
、
口
国
民
党
に

刷
新
を
加
え
、
労
農
代
表
に
代
わ
ら
せ
る
こ
と
、
回
二
万
人
の

共
産
党
員
を
動
員
し
、
湖
北
・
湖
南
両
省
の
五
万
人
の
労
農
を
武

装
さ
せ
、
信
頼
で
き
る
軍
隊
を
組
織
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
訓
令
を
受
け
た
ボ
ロ
チ
ン
は
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
は

困
難
だ
と
考
え
た
が
、
ロ
イ
は
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
。
同
年
六
月

一
日
、
ロ
イ
は
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
訓
令
を
武
漢
国
民
政
府
の
支
持

者
、
ま
た
国
民
党
左
派
の
首
領
で
あ
る
汪
兆
銘
に
見
せ
た
。
こ
れ

を
読
ん
だ
汪
は
、
驚
愕
し
て
、
赤
化
を
防
止
す
る
た
め
、
中
共
と

の
手
を
切
り
、
ボ
ロ
チ
ン
を
は
じ
め
ソ
連
顧
問
を
解
任
す
る
と
と

も
に
、
国
民
党
か
ら
共
産
党
員
を
一
掃
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　
国
共
両
党
合
作
が
完
全
に
決
裂
し
た
こ
と
を
見
た
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
は
、
同
年
七
月
、
中
共
に
指
令
し
、
蘇
兆
徴
ら
を
は
じ
め
と
す

る
す
べ
て
の
共
産
党
員
を
武
漢
国
民
政
府
か
ら
退
出
さ
せ
た
。
同

月
十
五
日
、
汪
兆
銘
は
、
共
産
党
と
の
決
別
と
い
う
「
分
共
」
政

策
を
打
ち
出
し
、
同
年
八
月
中
旬
に
蒋
介
石
と
提
携
し
、
武
漢
国

民
政
府
を
南
京
へ
と
移
転
し
、
国
民
党
の
統
一
政
府
で
あ
る
南
京

国
民
政
府
が
、
つ
い
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
民
党
と
わ
か
れ
た
中
共
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
示
に
従
っ
て
、
み
ず
か

ら
の
部
隊
を
組
織
し
、
労
農
革
命
を
目
ざ
し
て
、
国
民
党
と
対
決

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
汪
兆
銘
が
「
分
共
」
政
策
を
宣
告
し
た
直
後
の
七
月
二
十
三
日
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
派
遣
さ
れ
た
代
表
ロ
ミ
ナ
ッ
ツ
　
（
Ｂ
.
　
　
　
Ｌ
ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
-

乱
回
）
と
、
ノ
イ
マ
ン
（
Ｈ
.
　
Ｎ
ｅ
ｕ
m
a
i
n
）
が
、
武
漢
に
到
着
し
た
。

彼
ら
は
、
ボ
ロ
チ
ン
、
ロ
イ
に
代
わ
っ
て
中
共
を
応
援
す
る
た
め

中
国
に
や
っ
て
来
た
。
そ
の
任
務
は
、
中
共
中
央
を
指
導
し
、
過

去
に
犯
し
た
誤
り
の
す
べ
て
を
正
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

蒋
介
石
の
南
京
国
民
政
府
に
対
決
す
る
た
め
、
彼
ら
は
武
漢
か
ら

南
昌
に
向
か
い
、
周
恩
来
と
と
も
に
、
南
昌
蜂
起
を
画
策
し
た
。

　
周
恩
来
に
よ
れ
ば
、
南
昌
蜂
起
に
参
加
し
た
部
隊
は
、
賀
竜
の

国
民
革
命
軍
第
ニ
ト
軍
、
葉
挺
の
国
民
革
命
軍
第
十
一
軍
、
お
よ

び
朱
徳
の
国
民
革
命
軍
第
九
軍
の
一
部
で
あ
る
、
と
い
う
。
蜂
起

部
隊
の
総
数
は
約
三
万
人
で
、
周
恩
来
が
全
軍
の
党
代
表
（
前
敵

委
員
会
の
最
高
指
導
者
）
に
選
ば
れ
た
。
蜂
起
の
日
時
は
、
八
月
一

日
午
前
四
時
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
蜂
起
は
八
・
一
蜂
起
と
も
い

う
。
こ
の
蜂
起
部
隊
は
、
中
共
が
独
自
に
持
っ
た
最
初
の
部
隊
で

あ
る
。
後
に
、
こ
の
八
月
一
日
が
中
共
の
建
軍
記
念
日
に
決
め
ら

れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
八
・
一
蜂
起
部
隊
は
、
ま
も
な
く
蒋
介
石
の
軍
に
敗
れ
、

南
昌
を
放
棄
し
て
広
東
へ
と
移
動
し
た
。
そ
の
後
、
広
東
で
優
勢

な
国
民
党
軍
に
包
囲
さ
れ
て
大
き
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。

-

24
-



　
南
昌
蜂
起
に
呼
応
し
、
労
農
を
武
装
し
て
秋
の
収
穫
期
に
湖
北
、

湖
南
、
江
西
、
広
東
諸
省
で
蜂
起
す
る
方
針
を
決
め
た
の
は
、
同

年
八
月
七
日
に
武
漢
で
開
か
れ
た
中
共
中
央
緊
急
会
議
、
い
わ
ゆ

る
八
・
七
会
議
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
、
実
は
、
ロ
ミ
ナ
ッ
ツ
の

指
導
の
下
に
行
わ
れ
た
。
中
共
党
書
記
陳
独
秀
の
免
職
、
新
指
導

者
崔
秋
白
の
選
出
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
ロ
ミ
ナ
ッ
ツ
の
意
向
に

よ
っ
た
も
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

　
八
・
七
会
議
に
出
席
し
た
毛
沢
東
は
、
会
議
後
の
九
月
末
に
湖

南
・
江
西
の
省
境
に
あ
る
井
岡
山
に
入
り
、
労
農
革
命
軍
を
編
成

し
、
秋
収
蜂
起
を
起
し
た
。
翌
年
（
一
九
二
八
年
）
四
月
頃
、
南

昌
蜂
起
以
来
、
各
地
を
転
戦
し
て
生
き
残
っ
た
朱
徳
の
軍
が
、
井

岡
山
に
到
達
し
、
毛
沢
東
の
労
農
革
命
軍
と
合
流
し
、
総
兵
力
約

一
万
人
の
労
農
赤
軍
第
四
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
軍
長
に
朱
徳
、
党

代
表
兼
軍
委
員
会
書
記
に
毛
沢
東
、
政
治
部
主
任
に
陳
毅
が
、
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
こ
れ
が
中
共
と
し
て
の
本
格
的
な
党
軍
で
あ

り
、
今
日
に
至
る
ま
で
中
国
人
民
解
放
軍
は
、
こ
の
労
農
赤
軍
第

四
軍
を
母
体
と
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

四
　
両
党
間
の
「
和
」
と
「
戦
」

労
農
赤
軍
第
四
軍
の
略
称
は
赤
四
軍
で
あ
る
。
そ
の
編
制
に
つ

い
て
、
上
述
の
よ
う
に
党
代
表
の
毛
沢
東
が
全
軍
を
完
全
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
。
こ
の
赤
軍
構
成
の
主
体
は
、
農
民
で
あ
り
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
党
教
育
が
徹
底
し
、
人
民
の
た
め
の
革
命
軍
と
い

う
自
覚
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
士
気
が
高
ま
り
、
戦

闘
力
も
強
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
ま
で
に
井
岡
山
の
根
拠
地
か
ら

急
速
に
発
展
し
、
湖
南
、
江
西
、
湖
北
、
安
徽
、
浙
江
、
福
建
諸

省
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ビ
エ
ト
区
を
樹
立
し
、
そ
の
兵
力
は
、
数
万

以
上
に
ふ
く
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
一
年
十
一
月
、
江
西
省
瑞
金
で
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国

臨
時
中
央
政
府
が
成
立
し
た
。
政
府
主
席
に
は
毛
沢
東
、
副
主
席

に
は
項
英
・
張
国
羅
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
中
央
革

命
軍
事
委
員
会
も
成
立
し
、
委
員
会
主
席
に
は
朱
徳
、
副
主
席
に

は
彭
徳
懐
・
王
稼
祥
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
労
農
赤
軍

の
最
高
統
率
機
関
で
あ
る
。

　
他
方
、
一
九
二
八
年
一
月
七
日
、
南
京
国
民
政
府
の
国
民
革
命

軍
総
司
令
官
に
復
職
し
た
蒋
介
石
は
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
主

席
を
兼
任
し
、
北
伐
を
再
開
し
た
。
蒋
の
北
伐
軍
は
、
南
京
か
ら

北
上
し
、
同
年
六
月
八
日
、
北
京
に
入
城
し
た
。
や
が
て
奉
天
軍

閥
張
作
霖
の
息
子
張
学
良
は
、
国
民
政
府
を
支
持
す
る
声
明
を
発

表
し
た
。
こ
う
し
て
中
国
は
、
一
応
、
統
一
を
達
成
し
た
。
こ
の

年
、
国
民
党
は
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
、
「
中
華
民
国
々
民
政
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府
組
織
法
」
を
決
め
、
一
党
独
裁
の
体
制
を
整
え
た
。

　
蒋
介
石
が
北
伐
戦
争
の
成
果
を
収
め
た
の
は
、
黄
浦
軍
官
学

校
々
長
以
来
、
つ
ち
か
っ
て
き
た
強
大
な
軍
事
力
で
あ
る
。
南
京

で
国
民
政
府
を
樹
立
す
る
時
、
中
央
陸
軍
士
官
学
校
を
創
設
し
、

自
ら
が
校
長
と
な
っ
た
。
北
伐
以
後
の
蒋
介
石
直
系
部
隊
は
、
い

わ
ゆ
る
中
央
軍
で
あ
る
。
そ
の
装
備
、
訓
練
な
ど
は
、
他
の
地
方

軍
よ
り
優
遇
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
全
部
隊
の
将
校
は
、
蒋
の
士

官
学
校
の
卒
業
生
で
な
け
れ
ば
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
局
、
中

央
軍
は
蒋
の
思
い
の
ま
ま
に
指
揮
で
き
る
部
隊
と
な
っ
た
。
軍
閥

の
よ
う
に
私
有
部
隊
を
擁
し
た
蒋
が
、
中
共
側
か
ら
「
新
軍
閥
」

と
呼
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
中
共
が
瑞
金
で
中
華
ソ
ビ
エ
ト
臨
時
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
ま

で
、
蒋
介
石
は
か
つ
て
三
度
に
わ
た
っ
て
赤
軍
の
根
拠
地
に
包
囲

作
戦
を
行
っ
た
が
、
成
果
を
挙
げ
ず
に
終
っ
た
。
一
九
三
三
年
の

春
、
中
共
中
央
が
上
海
か
ら
瑞
金
に
移
転
し
、
王
明
（
陳
紹
萬
）
・

秦
邦
憲
ら
は
、
あ
い
次
い
で
臨
時
中
央
政
府
の
実
権
を
毛
沢
東
か

ら
奪
い
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
事
顧
問
リ
ト
ロ
フ

（
本
名
は
Ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
　
Ｂ
ｒ
ａ
ｕ
ｎ
｡
中
国
名
は
李
徳
）
の
指
導
の
下
に
、
蒋
介
石

の
軍
と
の
全
面
作
戦
を
展
開
し
、
大
き
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。

そ
の
後
、
蒋
の
連
続
の
包
囲
作
戦
に
よ
っ
て
撃
破
さ
れ
た
赤
軍
は
、

つ
い
に
江
西
な
ど
の
各
地
の
ソ
ビ
エ
ト
区
を
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
放
棄

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九
三
四
年
十
月
、
赤
軍
は
中
央
根
拠

地
の
瑞
金
を
捨
て
て
、
西
へ
と
脱
出
し
、
い
わ
ゆ
る
「
二
万
五
干

里
の
長
征
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
長
征
途
上
の
一
九
三
五
年
一
月
、
中
共
中
央
の
政
治
局
拡
大
会

議
が
、
貴
州
省
遵
義
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
王
明
・
泰
邦

憲
の
党
指
導
路
線
の
誤
り
、
リ
ト
ロ
フ
の
作
戦
計
画
の
失
策
に
厳

し
く
批
判
を
浴
せ
た
。
つ
い
に
毛
沢
東
の
指
導
体
制
が
確
立
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　
遵
義
会
議
後
、
毛
沢
東
は
長
征
の
赤
軍
を
率
い
て
貴
州
か
ら
四

川
、
青
海
、
甘
粛
諸
省
へ
と
転
戦
し
、
一
九
三
五
年
十
月
頃
、
主

力
の
第
一
方
面
軍
の
生
き
残
り
の
当
初
の
十
分
の
Ｉ
、
わ
ず
か
八

千
余
名
と
と
も
に
、
映
西
省
北
部
に
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
の

で
あ
る
。

　
遵
義
か
ら
陳
西
省
北
部
へ
の
長
征
途
上
で
、
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
、
一
九
三
五
年
八
月
一
日
、
中
共
が
発
表
し
た
「
抗
日
救
国
の

た
め
に
全
同
胞
に
告
げ
る
書
」
、
す
な
わ
ち
「
八
・
一
言
言
」
で

あ
る
。
こ
の
宣
言
は
、
実
は
、
当
時
、
モ
ス
ク
ワ
駐
在
の
中
共
代

表
王
明
か
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
代
表
会
議
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ

統
一
戦
線
結
成
の
決
議
案
に
そ
っ
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年

十
二
月
二
十
五
日
、
中
共
中
央
は
映
西
省
北
部
の
瓦
窯
堡
で
開
か

れ
た
政
治
局
会
議
で
、
こ
の
「
八
・
一
官
一
言
」
を
確
認
し
た
。
こ

-26-



の
会
議
後
の
翌
々
二
十
七
日
、
毛
沢
東
は
、
「
日
本
帝
国
主
義
に

反
対
す
る
戦
術
に
つ
い
て
」
と
の
報
告
を
発
表
し
、
民
族
ブ
ル

ジ
ョ
ア
階
級
と
あ
ら
た
に
統
一
戦
線
を
打
ち
立
て
る
可
能
性
と
重

要
性
を
提
言
し
た
。
そ
の
主
旨
は
八
・
一
宣
言
を
再
強
調
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
八
・
一
百
言
に
応
え
て
全
国
抗
日
運
動
が
し
だ
い
に
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
北
平
（
今
の
北
京
）
で
の
学
生
た
ち
の
「
万
一
・
九
運

動
」
に
引
き
続
い
て
、
上
海
で
は
文
化
人
で
あ
る
沈
鈎
儒
・
章
乃

器
・
鄙
奮
帽
ら
が
、
「
全
国
各
界
救
国
連
合
会
」
を
組
織
し
、
。
内

戦
停
止
、
一
致
抗
日
”
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
た
。
こ
の
機

に
乗
じ
て
、
一
九
三
六
年
八
月
二
十
三
日
、
中
共
中
央
は
、
国
民

党
に
あ
て
て
書
簡
を
送
り
、
］
‥
、
民
主
共
和
政
府
の
樹
立
、
口
、

孫
文
の
連
ソ
容
共
政
策
の
回
復
、
目
、
全
国
各
党
派
の
抗
日
統
｝

戦
線
の
結
成
、
と
の
旨
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
国
民
党
側
で
は
、

何
ら
の
反
応
も
示
さ
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
同
年
ト
ー
月
、
沈
鈎

儒
ら
七
人
を
逮
捕
、
投
獄
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
抗
日
七
君
子
事

件
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
暫
ら
く
す
る
と
、
国
共
両
党
再
合
作
の
歴
史
的
な
転
換
点
が
突

然
き
た
。
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
西
安
事
変
で
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
、
蒋
介
石
の
命
令
に
従
っ
て
中
共
陵
北
根
拠
地
を

包
囲
し
て
い
た
張
学
良
の
東
北
軍
と
楊
虎
城
の
十
七
路
軍
は
、
蒋

の
直
系
部
隊
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
赤
軍
と
の
交
戦
意
欲
は
消
極

的
で
あ
っ
た
。
し
か
も
中
共
側
の
不
戦
宣
伝
は
、
か
な
り
成
果
を

挙
げ
て
い
た
。
毛
沢
東
・
周
恩
来
ら
は
、
同
年
八
月
九
日
付
と
十

月
五
日
付
の
連
名
書
簡
を
張
学
良
に
送
り
、
内
戦
の
停
止
、
抗
日

統
一
戦
線
の
結
成
を
再
三
呼
び
か
け
、
張
の
心
を
動
か
し
た
。
そ

こ
で
、
同
年
十
二
月
ト
二
日
、
張
と
楊
は
、
西
安
で
の
討
共
軍
事

会
議
に
出
席
し
た
蒋
を
監
禁
し
、
蒋
に
国
民
政
府
の
民
主
化
、
内

戦
の
停
止
、
政
治
犯
の
釈
放
、
言
論
・
結
社
の
自
由
な
ど
八
項
目

を
要
求
し
た
。
結
局
、
蒋
は
こ
れ
ら
を
黙
認
せ
ざ
る
を
え
ず
、

や
っ
と
釈
放
さ
れ
、
南
京
に
帰
っ
た
。
翌
年
七
月
七
日
に
勃
発
し

た
日
中
戦
争
を
き
っ
か
け
に
、
国
共
両
党
の
抗
日
統
一
戦
線
の
結

成
が
、
つ
い
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
七
月
十
五
日
、
中
共
中

央
は
、
「
国
共
合
作
宣
言
」
を
発
表
し
、
〇
、
三
民
主
義
を
徹
底

的
に
実
行
す
る
、
Ｏ
、
す
べ
て
の
赤
化
運
動
と
上
地
没
収
政
策
と

を
停
止
す
る
、
目
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
を
廃
止
し
、
民
主
政
治
を
行

な
う
、
固
、
赤
軍
は
国
民
革
命
軍
と
改
称
し
、
国
民
政
府
軍
事
委

員
会
の
統
率
を
受
け
る
、
と
表
明
し
た
。
こ
の
宣
言
を
受
け
た
蒋

は
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
委
員
長
と
し
て
同
年
八
月
二
十
二
日

に
、
中
共
の
赤
軍
を
国
民
革
命
軍
第
八
路
軍
（
第
十
八
集
団
軍
）

に
改
編
し
、
総
司
令
官
を
朱
徳
に
、
副
総
司
令
官
を
彭
徳
懐
に
そ

れ
ぞ
れ
任
命
し
た
。
こ
の
任
命
に
つ
い
て
、
中
共
中
央
は
同
月
二
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十
五
日
に
開
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
洛
川
会
議
で
そ
れ
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
「
抗
日
救
国
の
十
大
綱
領
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
、

赤
軍
は
国
民
革
命
軍
に
改
編
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
共
中

央
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
赤
軍
の
伝
統
的
精
神
と
、

中
共
の
路
線
・
政
策
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
揚
子
江
南
部
各
地
に
留
ま
っ
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
続
け
て
い

表
　
固
　
八
路
軍
の
組
織
お
よ
び
表
　
㈲
　
新
四
軍
の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
五
師
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
支
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
　
団
　
長
　
林
　
　
彪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
　
令
　
官
　
陳
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
師
団
長
聶
栄
頚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
司
令
官
傅
秋
濤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
部
主
任
　
羅
栄
桓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
部
主
任
　
劉
　
　
炎

　
　
　
　
　
　
　
「
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
支
隊

㈲
第
八
路
軍
　
　
　
　
第
二
一
〇
師
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
令
官
張
鼎
蒸

　
　
　
総
司
令
　
　
　
　
師
団
長
賀
　
竜
　
　
　
　
　
　
　
㈲
新
四
軍
　
　
　
　
　
　
副
司
令
官
粟
　
裕

　
　
　
朱
　
　
　
　
　
副
師
団
長
蕭
　
克
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
　
　
長
葉
　
挺
　
　
政
治
部
主
任
　
王
集
成

　
　
　
副
総
司
〈
　
　
　
　
政
治
部
主
任
　
関
向
応
　
　
　
　
　
　
　
　
副
　
軍
　
長
　
項
　
　
莫
　
　
―
　
で
‘

　
　
　
彭
徳
　
　
　
　
参
　
謀
　
長
　
周
士
梯
（
弟
）
　
　
　
　
　
　
政
治
部
主
任
袁
国
平
　
　
作
三
に
又
丿
　
目
以
て
　
″

　
　
　
参
渫

や

Ｉ
「
〈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昆
　
　
＝
口
　
令
　
官
　
４
　
Ｊ
逸

　
　
　
バ
ト
戸
い
　
　
第
一
二
九
師
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
司
令
官
譚
震
林

　
　
　
ほ
卜
ぺ
　
師
団
長
劉
伯
承
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
部
主
任
胡
　
栄

　
　
　
昌
利
い
　
副
腿
ぽ
に
巴
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
支
隊

　
　
　
回
付
　
　
　
惣
門
黙
‰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
言
‥
い
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
部
主
任
　
粛
望
東

注
　
㈲
表
は
、
前
掲
中
共
中
央
文
件
選
集
｝
一
冊
三
三
一
頁
に
よ
り
作
表
。
㈲
表
は
、
前
掲
『
中
共
抗
日
部
隊
発
展
史
略
』
三
六
八
圭
二
六
九
頁
に
よ
り
作
表
。
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た
赤
軍
一
万
余
を
同
年
十
月
二
日
に
、
蒋
介
石
の
命
令
に
よ
り
、

国
民
革
命
軍
新
編
第
四
軍
（
新
四
軍
）
に
改
編
し
、
軍
長
を
葉
挺

に
、
副
軍
長
を
項
英
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
た
。
こ
う
し
て
、
国
共

両
党
の
「
仇
を
友
に
変
え
る
」
と
の
再
合
作
が
、
名
実
と
も
に
達

成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
七
年
九
月
二
十
九
日
、
毛
沢
東
は
論
文
「
国
共
両
党
の

統
一
戦
線
成
立
後
に
お
け
る
中
国
革
命
の
さ
し
迫
っ
た
任
務
」
の

中
で
、
中
共
側
か
ら
提
出
し
た
「
抗
日
救
国
の
十
大
綱
領
は
、
マ

ル
ク
ス
主
義
に
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
真
の
革
命
的
三
民
主
義
に

も
合
致
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
国
共
両
党
を
固
く
団
結
し
、
日
本

帝
国
主
義
を
打
倒
す
れ
ば
、
中
国
革
命
の
前
途
が
明
る
く
な
る
は

ず
だ
、
と
い
う
。

　
日
中
戦
争
の
拡
大
に
従
っ
て
、
一
九
三
七
年
九
月
、
八
路
軍
一

一
五
師
団
（
林
彪
の
部
隊
）
が
、
山
西
省
北
部
の
平
型
関
で
日
本

の
板
垣
師
団
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
上
、
八
路
軍
や
新

四
軍
の
作
戦
方
針
が
、
ゲ
リ
ラ
戦
に
転
換
し
、
日
本
軍
の
進
撃
を

牽
制
し
た
。

　
当
時
、
中
共
中
央
が
置
か
れ
て
い
た
映
西
省
北
部
の
延
安
に
い

た
毛
沢
東
は
、
中
共
中
央
革
命
軍
事
委
員
の
主
席
で
あ
り
、
事
実

上
、
中
共
の
党
・
軍
・
政
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
。
周
恩
来
は
、

中
共
中
央
の
代
表
と
し
て
国
民
政
府
に
参
加
し
、
全
面
戦
争
展
開

後
、
国
民
政
府
と
と
も
に
武
漢
か
ら
重
慶
へ
移
行
し
、
各
地
の
中

共
事
務
所
主
任
と
な
っ
て
国
共
両
党
間
の
あ
っ
せ
ん
に
勤
め
て
い

た
。
ま
た
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治
部
の
副
部
長
（
部
長
は

蒋
の
腹
心
陳
誠
）
も
兼
任
し
、
中
共
党
内
で
は
、
政
治
局
副
主
席
、

革
命
軍
事
委
員
会
副
主
席
で
も
あ
っ
た
。
抗
日
戦
争
期
に
お
い
て
、

延
安
に
い
る
毛
と
、
重
慶
に
い
る
周
が
、
よ
く
組
ん
で
蒋
介
石
と

対
応
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
共
革
命
軍
事
委
員
会
主
席
の
毛
沢
東
は
、
四
・
二
一
上
海

ク
ー
デ
タ
ー
以
後
、
赤
軍
を
率
い
て
蒋
介
石
の
軍
と
十
年
間
に
わ

た
っ
て
戦
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
す
こ
ぶ
る
軍
事
才
能
を
発
揮
し
、

八
路
軍
・
新
四
軍
を
指
揮
し
て
日
本
軍
に
対
戦
し
た
。
彼
は
、
正

規
戦
よ
り
は
む
し
ろ
ゲ
リ
ラ
戦
の
方
が
有
利
だ
と
考
え
、
一
九
三

八
年
五
月
、
「
抗
日
遊
撃
戦
争
の
戦
略
問
題
」
と
の
長
文
を
発
表

し
、
「
戦
争
の
基
本
原
則
は
自
己
を
保
存
し
敵
を
消
滅
す
る
こ
と
」

に
あ
る
の
で
、
ゲ
リ
ラ
戦
が
、
正
規
戦
に
呼
応
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
根
拠
地
も
樹
立
し
う
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
「
持

久
戦
に
つ
い
て
」
と
の
講
演
の
中
で
、
抗
日
戦
争
の
長
期
化
を
唱

え
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
の
「
経
済
は
崩
壊
し
、
無
数
の
戦

い
に
疲
弊
し
、
士
気
は
お
と
ろ
え
る
。
一
方
、
中
国
側
で
は
、
抗

戦
の
潜
在
力
が
日
ま
し
に
大
き
く
た
か
ま
り
、
大
量
の
革
命
的
民

衆
が
ぞ
く
ぞ
く
前
線
に
赴
き
、
自
由
の
た
め
に
戦
い
」
そ
し
て
、

29



つ
い
に
は
「
日
本
軍
を
中
国
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

信
じ
て
い
た
。

　
毛
沢
東
の
ゲ
リ
ラ
戦
論
と
持
久
戦
論
は
、
確
か
に
大
き
な
成
果

を
収
め
た
。
抗
日
戦
争
の
初
期
に
、
わ
ず
か
四
万
人
し
か
い
な

か
っ
た
八
路
軍
と
新
四
軍
は
、
一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
時
に
、

「
百
万
の
部
隊
、
二
百
余
万
の
民
兵
」
の
大
軍
に
発
展
し
て
い
た
。

終
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
八
月
十
三
日
、
彼
は
、
「
抗
日
戦
争
勝

利
後
の
時
局
と
わ
れ
わ
れ
の
方
針
」
と
題
す
る
講
演
を
、
延
安
で

の
幹
部
会
議
で
行
っ
た
。
そ
の
時
、
「
日
本
降
服
の
決
定
的
な
要

因
は
ソ
連
の
参
戦
で
あ
る
。
赤
軍
百
万
の
大
軍
が
中
国
東
北
地
方

に
入
っ
た
が
、
こ
れ
は
手
向
か
う
こ
と
の
で
き
な
い
力
で
あ
る
。

日
本
帝
国
主
義
は
も
う
戦
争
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
中
国
人

民
の
苦
難
に
み
ち
た
抗
戦
は
す
で
に
勝
利
を
収
め
た
」
と
い
い
な

が
ら
、
「
中
国
の
大
地
主
・
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
政
治
的
代
表

者
で
あ
る
蒋
介
石
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
う
え
も
な
く
残
忍

陰
険
な
男
で
あ
る
。
手
を
こ
ま
ね
い
て
勝
利
を
待
ち
、
実
力
を
保

存
し
て
内
戦
を
準
備
す
る
、
と
い
う
の
が
彼
の
政
策
で
あ
る
」
と
、

厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
共
両
党
の
統
一
戦
線
の
再

分
裂
、
内
戦
再
開
の
危
機
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
事
実
上
、
国
共
両
党
の
部
隊
が
、
日
本
軍
の
占
領
地
を
接
収
し

た
際
に
、
武
装
衝
突
が
も
う
開
始
し
た
。
ま
た
、
蒋
介
石
の
直
系

胡
宗
南
の
中
央
軍
が
、
す
で
に
中
共
の
根
拠
地
峡
西
、
甘
粛
、
寧

夏
辺
区
の
関
中
分
区
に
あ
る
淳
化
県
の
攻
撃
を
始
め
た
。

　
当
時
、
米
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
国
共
両
党
の
内
戦
再
開
を

防
ぐ
た
め
、
重
慶
駐
在
大
使
ハ
ー
リ
ー
（
『
こ
・
に
良
兵
』
に
命
じ

て
国
共
両
党
の
和
解
を
あ
っ
せ
ん
さ
せ
た
。
結
局
、
一
九
四
五
年

八
月
二
十
八
日
、
毛
沢
東
が
延
安
か
ら
重
慶
に
到
着
し
、
国
共
両

党
代
表
の
会
談
が
、
や
っ
と
実
現
で
き
た
。
し
か
し
、
会
談
の
最

大
の
難
点
は
、
両
党
の
部
隊
を
ど
う
合
理
的
に
解
決
す
べ
き
か
と

い
う
問
題
に
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
軍
隊
の
国
家
化
は
最

も
理
想
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
に
合
わ
ず
、
つ
い
に
国
民
党

側
か
ら
「
統
一
軍
令
」
、
す
な
わ
ち
、
中
共
の
す
べ
て
の
部
隊
を

国
民
政
府
の
統
率
下
に
置
く
べ
き
だ
、
と
い
う
要
求
を
出
し
だ
の

に
、
中
共
側
は
、
こ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
。
結
局
、
軍
隊

の
国
家
化
は
成
ら
ず
、
軍
隊
の
縮
減
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
意
見
が
対
立
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
同
年
九
月
十
五
日
の
会

談
で
、
周
恩
来
は
、
「
わ
が
方
の
百
二
十
万
人
の
部
隊
を
十
二
師

団
ま
で
縮
減
す
る
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
だ
」
と
、
国
民
党
の
代

表
張
群
に
表
明
し
た
。
四
十
余
日
に
わ
た
っ
た
こ
の
会
談
は
、
最

後
の
十
月
十
日
に
、
双
方
の
合
意
に
基
づ
く
「
双
十
協
定
」
（
重

慶
談
判
の
会
談
紀
要
）
を
結
ん
だ
。
こ
の
十
二
ヶ
条
協
定
の
申
に
あ

る
第
九
条
で
、
中
共
の
軍
隊
を
二
十
四
師
団
か
、
最
低
二
十
師
団
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に
縮
減
し
、
華
中
、
華
南
の
中
共
軍
を
華
北
へ
と
移
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
双
十
協
定
」
に
よ
っ
て
翌
四
六
年
一
月
十
日
、
超
党
派

的
「
政
治
協
商
会
議
」
（
政
協
）
が
、
重
慶
で
開
催
さ
れ
た
。
同

月
三
十
一
日
に
終
了
し
た
こ
の
会
議
は
、
「
五
項
決
議
」
を
採
決

し
た
。
そ
の
中
に
あ
る
「
軍
隊
の
国
家
化
」
は
、
依
然
と
し
て

「
統
一
軍
令
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
中
共
か
ら
見
れ
ば
、
蒋

介
石
が
軍
を
も
っ
て
独
裁
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、

全
く
旧
態
依
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
軍
隊
の
戦
闘
行

動
の
停
止
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
中
共
の
部

隊
は
、
東
北
各
地
で
著
し
く
活
躍
し
て
い
た
。
同
年
四
月
、
長
春

を
占
領
し
た
あ
と
ハ
ル
ビ
ン
、
チ
チ
ハ
ル
へ
と
進
ん
だ
。
ま
た
新

四
軍
も
江
蘇
省
北
部
に
攻
撃
を
始
め
、
全
国
各
地
の
国
共
両
軍
の

戦
闘
が
、
ほ
ぼ
全
面
展
開
し
て
き
た
。
か
つ
て
蒋
介
石
に
改
編
さ

れ
た
八
路
軍
、
新
四
軍
は
、
同
年
の
九
月
か
ら
十
月
の
間
、
正
式

に
「
中
国
人
民
解
放
軍
」
に
改
称
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
民
党
と

の
関
係
を
き
っ
ぱ
り
断
ち
、
蒋
介
石
の
国
民
政
府
支
配
下
か
ら

「
解
放
」
す
る
決
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
六
年
の
秋
か
ら
四
九
年
の
冬
ま
で
、
中
国
全
土
が
中
共

の
人
民
解
放
軍
に
解
放
さ
れ
た
。
中
共
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
蒋
介

石
は
、
最
も
頼
り
に
で
き
る
直
系
の
中
央
軍
数
十
万
を
ひ
き
つ
れ

四
九
年
暮
に
か
け
て
大
陸
か
ら
台
湾
へ
と
撤
退
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
四
・
二
一
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
国
共
両
党
の
合
作
が
終

止
符
を
打
つ
た
だ
け
で
な
く
、
国
民
党
内
部
の
分
化
と
、
中
共
内

部
の
ソ
連
留
学
派
の
台
頭
が
、
そ
れ
ぞ
れ
露
呈
し
た
。

　
中
国
か
ら
ソ
連
へ
脱
出
し
た
国
民
党
内
の
反
蒋
介
石
首
領
の
鄭

演
達
・
末
慶
齢
ら
が
、
一
九
二
七
年
十
一
月
一
日
に
モ
ス
ク
ワ
で

中
国
々
民
党
臨
時
行
動
委
員
会
（
後
に
中
国
農
工
民
主
党
と
改
称
）

の
名
を
用
い
て
「
中
国
・
世
界
の
革
命
的
民
衆
に
対
す
る
章
一
呂
」

を
発
表
し
、
孫
文
の
遺
志
で
あ
る
「
連
ソ
容
共
政
策
」
を
続
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。
こ
の
宣
言
は
中
国
で
の
反
蒋
闘

争
に
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
。
一
九
三
〇
年
五
月
、
郵
は
密
か
に

帰
国
し
、
譚
平
山
、
章
伯
釣
、
彭
沢
民
、
黄
瑛
翔
ら
と
共
に
、
一

つ
の
反
蒋
勢
力
を
結
集
し
、
上
海
で
「
中
国
々
民
党
臨
時
行
動
委

員
会
」
を
正
式
に
創
設
し
た
。
こ
と
に
郵
は
、
か
つ
て
黄
坤
軍
官

学
校
学
生
隊
の
総
隊
長
を
勤
め
た
こ
と
か
お
り
、
同
校
の
卒
業
生

に
呼
び
か
け
、
蒋
介
石
の
直
系
部
隊
に
お
け
る
約
六
千
の
将
校
が
、

蒋
を
離
れ
て
鄙
の
も
と
に
、
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
っ
て
き
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
蒋
に
致
命
的
打
撃
を
与
え
た
。
一
九
ご
二
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年
八
月
十
七
日
、
上
海
に
い
た
鄙
は
突
然
、
蒋
の
秘
密
警
察
に
逮

捕
さ
れ
、
南
京
へ
送
ら
れ
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
深
夜
、
密
か

に
殺
害
さ
れ
た
。
郵
の
逮
捕
と
同
時
に
、
連
行
さ
れ
た
も
の
は
、

四
十
人
以
上
に
達
し
た
。
こ
の
テ
ロ
は
、
が
っ
て
の
四
・
二
一
上

海
ク
ー
デ
タ
ー
と
同
一
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
事
件
後
の

十
二
月
十
九
日
付
上
海
の
有
力
な
新
聞
『
申
報
』
に
掲
載
さ
れ
た

宋
慶
齢
の
抗
議
文
に
は
、
「
国
民
党
を
滅
ぼ
す
人
は
、
党
外
の
敵

で
な
く
、
党
内
の
人
だ
」
と
、
明
ら
か
に
蒋
に
非
難
を
浴
び
せ
て

い
る
。
翌
三
二
年
十
二
月
、
彼
女
は
教
育
家
蔡
元
培
・
楊
杏
仏
ら

と
と
も
に
、
「
中
国
民
権
保
障
同
盟
」
を
創
設
し
、
言
論
・
出

版
・
結
社
の
自
由
を
求
め
な
が
ら
、
蒋
に
監
禁
さ
れ
た
す
べ
て
の

政
治
犯
を
釈
放
せ
よ
、
と
政
府
に
迫
っ
た
。
結
局
、
楊
が
暗
殺
さ

れ
、
同
盟
の
活
動
も
禁
止
さ
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
彼
女
を
中
心

と
す
る
国
民
党
左
派
の
反
蒋
勢
力
が
、
終
始
続
い
て
い
た
。
一
九

四
八
年
一
月
、
国
民
党
左
派
は
香
港
で
「
中
国
々
民
党
革
命
委
員

会
」
を
創
設
し
、
彼
女
を
同
委
員
会
の
名
誉
主
席
に
選
ん
だ
。
翌

年
一
月
、
毛
沢
東
・
周
恩
来
の
招
き
に
応
じ
た
彼
女
は
、
香
港
か

ら
北
平
へ
赴
き
、
同
年
九
月
に
開
か
れ
た
中
国
人
民
政
治
協
商
会

議
（
新
し
い
政
協
）
に
出
席
し
、
中
央
人
民
政
府
副
主
席
に
選
ば

れ
、
毛
沢
東
と
と
も
に
人
民
中
国
の
建
設
に
力
を
尽
し
た
の
で
あ

る
。

　
さ
て
、
中
共
内
部
の
権
力
闘
争
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
四
・
Ｔ
一
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
党
首
陳
独
秀
が
免
職
、

ソ
連
留
学
派
の
台
頭
に
よ
っ
て
左
翼
教
条
主
義
の
路
線
が
強
行
さ

れ
、
党
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
が
、
遵
義
会
議
を
機
に
、
毛
沢
東

が
指
導
権
を
確
立
し
た
が
、
そ
の
危
機
を
完
全
に
乗
り
切
っ
て
は

お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
援
助
を
仰
が
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
蒋
介
石
は
、
終
始
、
中
共
は
全
く
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
ロ
ボ
。
ト
だ
、
と
罵
倒
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他

の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
国
民
党
に
お
け
る
独
り
天
下
だ
っ
た
蒋
介

石
は
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
た
。
国
民
党
の

独
裁
体
制
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
蒋

の
軍
隊
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
中
共
の
権
力
者
は
毛
沢
東
で
あ
っ
た
。
毛
は

党
を
も
っ
て
軍
を
統
率
し
、
軍
を
も
っ
て
政
治
を
治
め
た
。
こ
の

党
軍
に
よ
っ
て
で
き
た
政
治
体
裁
は
、
国
民
党
と
異
な
る
と
こ
ろ

が
な
い
。
蒋
を
打
倒
す
る
た
め
毛
は
、
「
軍
民
の
一
致
、
軍
政
の

一
致
、
将
士
の
一
致
、
全
軍
の
一
致
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

規
律
違
反
の
い
か
な
る
現
象
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
が
全
軍

の
将
校
は
、
わ
れ
わ
れ
は
偉
大
な
人
民
解
放
軍
で
あ
り
、
偉
大
な

中
国
共
産
党
の
指
導
す
る
軍
隊
で
あ
る
こ
と
を
つ
ね
に
銘
記
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
え
ず
党
の
指
示
を
ま
も
っ
て
い
く
か
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ぎ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
か
な
ら
ず
勝
利
す
る
」
と
解
放
軍
を
激
励
し

た
。

　
解
放
軍
に
中
国
大
陸
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
蒋
介
石
は
、
一
九
五

〇
年
三
月
一
日
、
台
北
で
中
華
民
国
総
統
と
し
て
復
職
し
た
。
復

職
の
直
前
に
「
今
後
軍
事
教
育
の
方
針
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
一
九
四
五
年
抗
日
戦
争
終
了
後
の
国
民
政
府
部

隊
の
将
校
は
昔
の
黄
坤
軍
官
学
校
時
代
の
伝
統
的
精
神
と
道
徳
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
、
米
軍
の
生
活
様
式
を
見
習
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
人
の
責
任
感
や
軍
規
を
守
る
精
神
を
身
に
付
け
て
い
な
い
、
と

た
め
息
を
つ
い
た
、
と
い
う
。

　
抗
日
戦
争
終
結
頃
か
ら
蒋
介
石
軍
の
主
力
部
隊
は
、
ほ
ぼ
全
軍

に
米
式
装
備
を
整
え
た
。
し
か
し
、
重
慶
会
談
に
際
し
て
、
中
共

と
そ
の
ほ
か
の
民
主
諸
党
派
は
、
国
共
両
党
の
内
戦
を
食
い
止
め

る
た
め
、
国
民
政
府
に
軍
隊
の
国
家
化
を
要
求
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
も
、
党
軍
の
政
治
体
制
を
好
ま
ず
、
部
隊

の
民
主
化
を
蒋
に
進
言
し
た
。
し
た
が
っ
て
国
民
政
府
は
、
や
む

を
え
ず
部
隊
中
の
政
治
部
を
廃
止
し
、
い
わ
ゆ
る
党
化
教
育
を
止

め
た
。

　
一
九
四
九
年
に
人
民
解
放
軍
に
破
れ
た
蒋
介
石
は
、
台
湾
で
部

隊
の
党
化
教
育
を
再
評
価
し
、
翌
五
〇
年
、
息
子
経
国
を
国
防
部

総
政
治
部
主
任
に
任
命
し
、
党
軍
の
再
建
に
力
を
入
れ
た
。
い
わ

ば
、
黄
油
軍
官
学
校
時
代
の
赤
軍
編
制
の
よ
う
な
制
度
を
、
再
導

入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
蒋
経
国
は
、
一
九
二
五
年
十
月
か
ら
一
九
三

七
年
三
月
に
か
け
て
ソ
連
へ
留
学
、
軍
事
・
政
治
な
ど
を
勉
強
し

た
。
一
九
二
五
年
十
二
月
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
中
山
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
共
産
党
員
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
の
四
・
二
Ｉ
上
海

ク
ー
デ
タ
ー
の
直
後
に
彼
は
、
「
か
つ
て
蒋
介
石
は
、
私
の
父
親
、

革
命
の
友
で
あ
っ
た
が
、
反
革
命
に
走
っ
て
い
る
彼
は
、
今
や
、

私
の
敵
と
な
っ
た
」
、
と
罵
っ
た
。
ソ
連
留
学
期
中
の
赤
軍
の
訓

練
、
組
織
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
は
、
彼
の
日
記
「
赤
軍
」
の
中

に
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
帰
国
後
の
彼
は
、
父
親
の
命
に
従
っ

て
故
郷
浙
江
省
奉
化
県
に
帰
り
、
当
時
、
監
禁
さ
れ
て
い
た
張
学

良
と
と
も
に
、
朱
子
学
や
陽
明
学
を
研
究
さ
せ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る

「
洗
脳
」
教
育
を
受
け
た
。
共
産
党
員
か
ら
国
民
党
員
（
一
九
四
〇

年
六
月
国
民
党
々
籍
取
得
）
に
変
身
し
た
彼
は
、
赤
軍
の
こ
と
を
、

中
共
指
導
者
の
誰
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
中
共

の
党
軍
に
対
決
す
る
た
め
、
父
親
の
中
共
に
対
す
る
「
政
治
作

戦
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
き
、
国
防
部
の
総
政
治
部
を
総

政
治
作
戦
部
と
改
名
し
、
反
共
思
想
教
育
を
一
段
と
強
化
し
て

い
っ
た
。
一
九
六
五
年
一
月
、
国
防
部
々
長
に
就
任
し
た
彼
は
、

父
親
に
代
わ
っ
て
台
湾
全
軍
の
統
率
権
を
握
っ
た
。
赤
軍
の
よ
う
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に
、
党
・
軍
の
実
権
を
も
っ
て
政
治
を
支
配
し
、
台
湾
の
安
全
を

守
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
五
年
四
月
、
蒋
介
石
が
台
北
で
死
去
し
た
。
わ
ず
か
三

年
後
の
一
九
七
八
年
二
月
、
蒋
経
国
は
父
親
の
後
継
者
と
し
て
中

華
民
国
総
統
に
選
ば
れ
た
。
在
任
期
中
の
彼
は
、
中
共
の
毛
沢
東

の
よ
う
に
、
よ
く
台
湾
各
地
の
農
村
を
め
ぐ
っ
て
農
民
生
活
の
実

態
を
調
査
し
な
が
ら
、
農
民
と
一
緒
に
雑
談
を
し
た
り
、
食
事
を

し
た
り
し
た
。
時
に
彼
に
つ
い
て
い
っ
た
人
の
中
に
、
農
業
専
門

家
の
李
登
輝
か
い
た
。

　
李
登
輝
か
蒋
経
国
に
与
え
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
政
客
で
は
な
く
、

学
者
で
あ
り
、
誠
実
な
人
が
ら
、
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
八
四
年
三
月
、
総
統
再
選
の
際
、
蒋
経

国
は
李
を
副
総
統
候
補
と
し
て
国
民
党
に
推
薦
し
た
。
つ
い
に
国

民
大
会
で
、
蒋
は
Ｉ
、
〇
Ｔ
一
票
、
李
は
八
七
三
票
で
そ
れ
ぞ
れ

当
選
し
た
。

　
一
九
八
八
年
一
月
十
三
日
、
総
統
蒋
経
国
が
突
然
、
病
気
で
死

去
し
た
。
副
総
統
李
登
輝
か
、
た
だ
ち
に
総
統
に
就
任
し
た
。
約

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
台
湾
を
統
治
し
た
「
蒋
氏
の
天
下
」
が
、
つ

い
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
そ
し
て
台
湾
出
身
の
李
登
輝
か
、
国
民

党
の
最
高
指
導
者
と
し
て
台
湾
の
独
自
的
生
活
様
式
と
政
治
理
念

を
守
り
、
中
共
と
対
決
し
つ
つ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
蒋
経
国
死
去
の
翌
日
、
中
共
中
央
は
、
弔
電
を
台
湾
国
民
党
中

央
委
員
会
に
送
り
、
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
共
両
党
再
統
一
を
呼
び
か
け
る
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
台
湾

の
現
実
の
環
境
と
、
世
代
の
変
転
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
日
の
国
民

党
は
、
す
で
に
台
湾
に
土
着
化
さ
れ
、
決
し
て
昔
の
国
民
党
で
は

な
い
。
し
か
も
一
九
八
七
年
七
月
十
五
日
、
台
湾
の
民
主
々
義
運

動
に
対
応
す
る
た
め
、
蒋
経
国
は
、
し
ぶ
い
顔
で
や
っ
と
三
十
八

年
間
の
戒
厳
令
を
解
除
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
台
湾
に
お
け
る

一
党
独
裁
政
治
が
、
多
党
政
治
へ
と
転
換
し
た
。
国
民
党
の
「
絶

対
主
義
」
時
代
は
、
幕
を
引
い
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
蒋
氏
父
子
は
、
国
民
党
の
党
軍
に
頼
っ
て
台
湾
を

守
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
多
党
化
さ
れ
た
今
日
の
台
湾
で
は
、
軍

隊
の
国
家
化
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
も
し
国
民
党
の
党
軍
が
、

そ
の
ま
ま
存
続
す
れ
ば
、
軍
と
の
関
係
の
な
い
李
登
輝
総
統
が
、

蒋
氏
父
子
の
よ
う
に
軍
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
先
頃
、
李
総
統
が
再
選
さ
れ
た
際
に
、
中

共
人
民
解
放
軍
の
ミ
サ
イ
ル
の
台
湾
近
辺
へ
の
発
射
は
、
演
習
と

い
う
よ
り
む
し
ろ
兵
力
の
誇
示
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中

共
の
政
権
安
定
を
守
る
唯
一
の
切
り
札
は
、
人
民
解
放
軍
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
北
伐
戦
争
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
中
国
歴
史
の
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発
展
過
程
か
ら
見
る
と
、
国
共
両
党
が
絶
え
ず
内
戦
を
起
こ
し
た

主
な
原
囚
は
、
党
軍
に
よ
っ
た
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

両
党
が
党
軍
を
維
持
す
る
限
り
、
内
戦
を
止
め
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
も
し
軍
隊
が
国
家
化
さ
れ
、
政
党
が
民
主
化
さ
れ
れ
ば
、
今

後
中
国
の
繁
栄
と
平
和
を
、
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

注
（
Ｉ
）
　
一
九
二
二
年
八
月
九
日
、
孫
文
は
、
広
東
を
離
れ
上
海
へ
と
赴

　
　
　
く
こ
と
を
各
国
領
事
に
通
告
し
た
。
出
発
に
先
立
ち
、
孫
は
艦

　
　
　
隊
の
将
兵
に
１
ヵ
月
の
手
当
を
支
給
し
、
反
乱
軍
と
戦
っ
た
功

　
　
　
績
に
報
い
た
。
同
日
午
後
三
時
、
孫
は
蒋
介
石
、
陳
策
ら
を
率

　
　
　
い
、
永
豊
艦
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
砲
艦
「
摩
漢
」
号
に
乗
り
換
え
、

　
　
　
香
港
に
向
か
っ
た
。
そ
の
時
、
孫
は
蒋
に
、
「
私
は
余
生
か
あ

　
　
　
と
十
年
も
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
君
は
少
な
く
と
も
ま
だ

　
　
　
五
十
年
は
、
生
き
ら
れ
る
の
で
、
主
義
の
た
め
に
奮
闘
し
、
革

　
　
　
命
の
た
め
に
自
重
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
孫
・
蒋
の
密
接

　
　
　
な
関
係
を
こ
れ
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
蒋
介
石
著

　
　
　
『
孫
大
総
統
広
州
蒙
難
記
』
お
よ
び
一
九
六
五
年
十
一
月
十
二

　
　
　
日
付
、
蒋
の
「
国
父
百
年
誕
辰
紀
念
会
致
詞
」
。

（
２
）
　
陳
錫
胆
主
編
『
孫
中
山
年
譜
長
編
』
下
冊
一
四
〇
八
～
一
四
一

　
　
　
三
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
、
北
京
。

（
３
）
　
同
上
、
一
四
九
六
頁
。

（
４
）
　
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
編
訳
『
共
産
国
際
有
関
中
国

　
　
　
革
命
的
文
献
資
料
』
第
一
輯
七
六
～
七
七
頁
、
中
国
社
会
科
学

　
　
　
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
北
京
。

（
５
）
　
『
孫
中
山
全
集
』
第
七
巻
五
一
～
五
二
頁
、
「
孫
文
越
飛
連
合
宣

　
　
　
言
」
（
一
九
二
三
年
一
月
二
六
日
）
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、

　
　
　
北
京
。

（
６
）
　
蒋
介
石
著
『
蘇
俄
在
中
国
』
（
中
国
々
民
党
中
央
委
員
会
党
史

　
　
　
委
員
会
編
『
総
統
蒋
公
思
想
言
論
集
』
九
巻
収
録
、
民
国
七
三

　
　
　
年
、
台
北
）
二
七
～
三
二
頁
。

（
７
）
　
同
注
（
２
）
一
六
六
八
～
一
六
七
〇
頁
。
０
.
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｔ
i
n
　
W
i
l
b
ｕ
ｒ
.

　
　
　
Ｓ
ｕ
ｎ
　
Ｙ
ａ
ｔ
-
ｓ
ｅ
ｎ
　
:
　
Ｆ
ｒ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
i
o
ｔ
｡
　
ｐ
.
　
１
５
２
.
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｕ
ｍ
ｂ
ｉ
ａ

　
　
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
｡
　
１
９
７
６
.

（
８
）
　
廣
東
革
命
歴
史
博
物
館
編
『
黄
浦
軍
校
史
料
』
三
九
～
四
一
頁
、

　
　
　
広
東
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。

（
９
）
　
楊
雲
若
・
楊
奎
松
共
著
『
共
産
国
際
和
中
国
革
命
』
八
七
頁
、

　
　
　
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（

1 0
）
　
同
注
（
８
）
四
四
～
五
六
頁
「
陸
軍
々
官
学
校
開
学
演
説
」

　
　
　
（
孫
中
山
）
。

（
Ｈ
）
　
同
注
（
８
）
　
一
一
六
～
一
　
一
七
頁
。

（
1
2
）
　
同
注
（
８
）
五
九
～
六
三
頁
、
周
恩
来
「
関
于
黄
浦
軍
校
」
。

（

1 3
）
　
同
上
。

（

1 4
）
　
中
華
民
国
五
三
年
（
一
九
六
四
年
）
六
月
一
六
日
黄
浦
軍
官
学

　
　
　
校
四
十
週
年
記
念
講
演
「
黄
浦
の
革
命
精
神
と
黄
浦
の
革
命
責

　
　
　
任
」
（
前
掲
『
総
統
蒋
公
思
想
言
論
総
集
』
二
八
巻
ご
二
八
～

　
　
　
三
一
七
頁
に
収
録
）
。

（

1
5
）
　
同
注
（
８
）
七
四
～
七
八
頁
、
汪
精
衛
「
建
立
中
央
軍
事
政
治

　
　
　
学
校
縁
由
」
。
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（

1 6
）
　
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
伝
』
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
、

　
　
　
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
北
京
。

（
1
7
）
　
向
青
編
著
『
共
産
国
際
和
中
国
革
命
関
係
史
稿
』
九
三
頁
、
北

　
　
　
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（

1 8
）
　
一
九
二
六
年
（
民
国
一
五
年
）
八
月
一
四
日
に
長
沙
で
の
講
演
。

　
　
　
（
『
革
命
文
献
』
十
二
輯
一
六
四
～
一
六
七
頁
収
録
）
。

（

1
9
）
　
一
九
二
七
年
（
民
国
一
六
年
）
四
月
一
八
日
に
国
民
政
府
の
南

　
　
　
京
定
都
を
祝
賀
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
講
演
。

（
2
0
）
　
前
掲
周
恩
来
伝
、
百
一
〇
～
一
三
一
頁
。

［
９
１
］
）
　
Ｈ
ａ
ｒ
ｏ
ｌ
ｄ
　
I
ｓ
ｓ
ａ
ｃ
ｓ
｡
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
ｙ
〇
コ
ぼ
の
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
o
l
ｕ
-

　
　
　
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
｡
　
ｐ
.
　
１
０
３
.
　
Ｉ
）
Ｒ
〇
A
l
ｔ
ｏ
｡
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ｉ
に
I
n
i
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
i
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
｡

　
　
　
１
９
６
１
.
そ
の
他
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ー
ス
ペ
ン
ス
著
・
三
石
善
吉
訳

　
　
　
『
中
国
を
変
え
た
西
洋
人
顧
問
』
二
三
七
～
二
三
八
頁
、
講
談

　
　
　
社
、
一
九
七
五
年
、
東
京
。
ま
た
、
蒋
永
敬
著
『
鮑
羅
廷
与
武

　
　
　
漢
政
権
』
三
三
八
～
三
三
九
頁
、
伝
記
文
学
出
版
社
、
民
国
六

　
　
　
　
一
年
、
台
北
。

（
９
９
一
）
　
一
九
二
七
年
（
民
国
十
六
年
）
　
一
一
月
五
日
に
広
州
中
山
大
学

　
　
　
に
お
け
る
汪
兆
銘
の
講
演
（
『
革
命
文
献
』
　
一
六
輯
、
七
九
～

　
　
　
九
三
頁
収
録
）
。

（
2
3
）
　
同
注
（
1
7
）
　
一
一
七
～
二
一
○
頁
。

（
2
4
）
　
中
国
社
会
科
学
院
現
代
革
命
史
研
究
室
編
『
南
昌
起
義
資
料
』

　
　
　
　
一
頁
、
人
民
出
版
社
、
一
八
七
九
年
、
北
京
。

（
2
5
）
　
周
国
全
等
著
『
王
明
評
伝
』
二
六
六
～
二
七
五
頁
、
安
徽
人
民

　
　
　
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
合
肥
。

（
2
6
）
　
『
毛
沢
東
選
集
』
第
一
巻
一
三
七
～
一
五
五
頁
、
人
民
出
版
社
、

　
　
　
　
一
九
六
六
年
、
北
京
。
ま
た
、
こ
の
会
議
は
、
一
般
に
「
瓦
窯

　
　
　
堡
会
議
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
十
二
月
十
七
日
に

　
　
　
開
か
れ
、
一
週
間
以
上
に
わ
た
っ
て
左
翼
路
線
の
誤
り
に
批
判

　
　
　
を
加
え
た
。
会
議
に
出
席
し
た
中
共
の
大
物
は
、
毛
沢
東
を
は

　
　
　
じ
め
、
周
恩
来
、
張
聞
天
、
泰
邦
憲
、
劉
少
奇
、
李
維
漢
、
楊

　
　
　
尚
昆
な
ど
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
王
健
民
著
『
中
国
共
産
党
史
稿
』
（
増
訂
本
）
第
三
編
延
安
時

　
　
　
代
五
九
～
六
二
頁
、
中
国
図
書
供
応
社
、
一
九
七
四
年
、
香
港
。

（
2
8
）
　
注
（
1
6
）
三
ヱ
ハ
～
ご
二
七
、
三
二
六
頁
。
ま
た
、
一
九
三
六

　
　
　
年
こ
一
月
一
日
付
、
毛
沢
東
・
朱
徳
・
周
恩
来
ら
の
連
名
書
簡

　
　
　
を
蒋
介
石
あ
て
に
送
り
、
「
仇
を
友
に
変
え
、
と
も
に
日
本
の

　
　
　
侵
略
に
抵
抗
し
よ
う
」
と
求
め
た
。
（
注
（
2
7
）
王
健
民
書
六

　
　
　
五
～
六
六
頁
）
。

（
2
9
）
　
同
注
（
2
7
）
　
一
一
五
～
一
一
六
頁
「
中
共
中
央
為
公
怖
国
共
合

　
　
　
作
寫
一
言
」
（
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
）
。

（
3
0
）
　
注
（
2
7
）
　
一
一
七
頁
。
ま
た
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
赤
軍

　
　
　
の
総
数
は
二
万
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
が
、
中
共
側
の
資
料

　
　
　
に
よ
れ
ば
、
三
万
余
と
い
う
。
ま
た
、
四
万
六
千
の
説
も
あ
る

　
　
　
（
張
廷
貴
等
著
『
中
共
抗
日
部
隊
発
展
史
略
』
一
五
～
一
六
頁
）
。

（
3
1
）
　
中
央
相
案
館
編
『
中
共
中
央
文
件
選
集
』
一
一
冊
三
二
四
～
三

　
　
　
三
四
頁
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
3
2
）
　
同
上
、
三
三
二
頁
、
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
主
席
毛
沢
東
、
副

　
　
　
主
席
朱
徳
・
周
恩
来
ら
の
指
示
。

（
3
3
）
　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
編
『
中
国
共
産
史
資
料
集
』
第
九
巻
三

　
　
　
八
三
～
四
〇
四
頁
に
収
め
る
項
英
「
新
四
軍
の
抗
戦
一
年
来
の

　
　
　
経
験
と
教
訓
」
（
一
九
三
九
年
一
月
一
日
）
、
勁
草
書
房
、
一
九

　
　
　
七
四
年
、
東
京
。
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（
3
4
）
　
こ
の
論
文
は
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
日
付
、
雑
誌
『
解
放
』

　
　
　
第
一
巻
第
一
八
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
中
国
共
産
党
資

　
　
　
料
集
第
八
巻
五
四
五
～
五
五
四
頁
に
収
録
。

（
3
5
）
　
『
毛
沢
東
選
集
』
第
二
巻
九
三
～
一
四
一
頁
、
外
文
出
版
社
、

　
　
　
一
九
六
八
年
、
北
京
。

（
3
6
）
　
同
上
、
一
四
三
～
二
五
七
頁
。

（
3
7
）
　
『
毛
沢
東
著
作
選
』
四
○
七
頁
、
外
文
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、

　
　
　
北
京
。

（
3
8
）
　
同
上
、
三
九
五
～
四
一
七
頁
。

（
3
9
）
　
中
共
重
慶
市
委
党
史
工
作
委
員
会
等
編
『
重
慶
談
判
紀
実
』
二

　
　
　
〇
八
頁
、
重
慶
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
重
慶
。

（
4
0
）
　
同
上
、
二
五
〇
～
二
五
四
頁
「
政
協
与
中
共
代
表
会
談
紀
要
」
。

（
4
1
）
　
拙
稿
「
政
治
協
商
会
議
と
人
民
中
国
の
誕
生
」
、
追
手
門
学
院

　
　
　
大
学
文
学
部
東
洋
文
化
学
科
『
東
洋
文
化
学
科
年
報
』
第
九
号

　
　
　
に
収
録
、
一
九
九
四
年
。

（
4
2
）
　
一
九
四
七
年
十
月
十
日
、
毛
沢
東
が
中
国
人
民
解
放
軍
総
司
令

　
　
　
部
の
た
め
に
起
草
し
た
「
中
国
人
民
解
放
軍
宣
一
言
」
に
は
、
蒋

　
　
　
介
石
を
打
倒
し
全
中
国
を
解
放
せ
よ
、
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

　
　
　
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
宣
言
は
、
「
双
十
宣
言
」
と
も
呼
ば
れ
て

　
　
　
お
り
、
映
西
省
北
部
の
神
泉
堡
で
起
草
さ
れ
た
。
前
掲
毛
沢
東

　
　
　
選
集
第
四
巻
一
九
五
～
二
〇
一
一
頁
に
収
録
。

（
4
3
）
　
『
郵
演
達
文
集
』
三
三
二
～
三
三
八
頁
、
人
民
出
版
社
、
北
京
、

　
　
　
一
九
八
一
年
。

（
4
4
）
　
中
国
農
工
民
主
党
中
央
党
史
資
料
研
究
委
員
会
編
『
中
国
農
工

　
　
　
民
主
党
的
奮
闘
歴
程
』
八
三
～
九
四
頁
。
中
国
文
史
出
版
社
、

　
　
　
一
九
九
〇
年
。

（
4
5
）
　
同
上
。

（
4
6
）
　
宋
慶
齢
は
、
「
中
国
民
権
保
障
同
盟
的
任
務
」
と
の
論
文
の
中

　
　
　
で
、
「
同
盟
」
と
は
政
党
で
な
い
、
民
間
人
に
よ
っ
て
組
織
さ

　
　
　
れ
た
人
権
保
障
団
体
で
あ
り
、
政
府
に
民
権
を
保
障
す
べ
き
こ

　
　
　
と
を
要
求
す
る
の
が
、
主
な
任
務
で
あ
る
、
と
示
し
て
い
る
。

　
　
　
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
編
『
中
国
民
権
保
障
同
盟
』

　
　
　
五
～
一
六
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
七
九
年
。

（
4
7
）
　
同
注
（
4
2
）
「
中
国
人
民
解
放
軍
宣
言
」
に
よ
り
。

（
4
8
）
　
前
掲
総
統
蒋
公
思
想
言
論
総
集
二
十
三
巻
（
講
演
）
九
八
～
一

　
　
　
一
〇
頁
。

（
4
9
）
　
『
蒋
経
国
自
述
』
五
九
～
六
〇
頁
、
湖
南
出
版
社
、
一
九
八
八

　
　
　
年
、
長
沙
。

（
5
0
）
　
同
上
、
ご
Ｉ
～
一
八
頁
「
紅
軍
」
（
一
九
二
七
年
六
月
四
日
）
。

（
5
1
）
　
蒋
経
国
著
『
我
的
父
親
』
（
正
中
書
局
出
版
、
民
国
六
四
年
、

　
　
　
台
北
）
　
一
〇
四
頁
に
は
、
「
帰
国
後
か
ら
中
国
の
伝
統
的
道
徳
、

　
　
　
政
治
、
文
化
、
哲
学
思
想
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
完
全
に
父

　
　
　
親
を
信
じ
、
自
ら
革
命
的
人
生
観
と
世
界
観
に
変
わ
っ
た
」
と

　
　
　
い
う
。

（
5
2
）
　
李
松
林
著
『
蒋
氏
父
子
在
台
湾
』
（
中
国
友
誼
出
版
社
、
一
九

　
　
　
九
三
年
、
北
京
）
下
巻
二
七
頁
に
よ
れ
ば
、
蒋
経
国
は
総
統
就

　
　
　
任
後
、
初
め
の
四
年
間
に
お
い
て
農
村
の
訪
問
は
一
九
七
回
に

　
　
　
数
え
ら
れ
、
農
民
と
と
も
に
一
緒
に
生
活
し
た
日
が
一
五
五
日

　
　
　
に
達
し
て
い
る
、
と
い
う
。

（
5
3
）
　
同
上
、
五
四
頁
。

（
5
4
）
　
同
上
。

（
5
5
）
　
同
上
、
一
八
八
頁
。
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（
5
6
）
　
一
九
四
九
年
一
月
、
平
津
戦
役
に
失
敗
し
た
蒋
介
石
は
、
台
湾

　
　
　
を
最
後
の
反
共
基
地
に
す
る
た
め
、
当
時
台
湾
省
主
席
の
陳
誠

　
　
　
に
命
じ
、
同
年
五
月
十
九
日
、
台
湾
全
域
で
の
戒
厳
令
を
発
布

　
　
　
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
集
会
、
結
社
、
言
論
、
出
版
な
ど
の

　
　
　
自
由
が
、
一
律
に
禁
止
さ
れ
た
。
台
湾
は
完
全
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ

　
　
　
時
代
に
入
っ
た
。
蒋
に
反
対
し
た
り
、
ま
た
国
民
党
独
裁
を
批

　
　
　
判
す
る
こ
と
は
、
共
産
党
容
疑
者
や
反
乱
者
と
い
う
口
実
で
、

　
　
　
逮
捕
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
九
年
十
二
月

　
　
　
に
起
っ
た
「
美
麗
島
事
件
」
（
高
雄
事
件
）
が
そ
の
一
例
で
あ

　
　
　
る
。
こ
の
よ
う
な
三
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
テ
ロ
リ
ズ

　
　
　
ム
は
、
史
上
に
き
わ
め
て
希
有
な
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
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